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は
じ
め
に

本
稿
の
課
題
は
、
戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
の
設
立
と

展
開
を
、
企
業
経
営
者
の
活
動
に
即
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
が
検
討
対
象
と
す
る
東
京
の
電
気
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
都
市

交
通
の
発
展
過
程
を
統
計
資
料
の
分
析
を
中
心
と
し
て
検
討
し
た

中
西
健
一
『
日
本
私
有
鉄
道
史
研
究
増
補
版
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
一
九
七
九
年
）
以
降
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の

多
く
が
東
京
市
電
の
形
成
過
程
や
そ
の
経
営
に
関
す
る
分
析
が
中

心
で
あ
り
（
1
）
、
民
営
の
電
気
鉄
道
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
研
究
が
行

わ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
、
筆
者
は
玉
川
電
気
鉄
道
を
事

例
と
し
て
、
同
社
の
設
立
及
び
経
営
に
つ
い
て
企
業
経
営
者
の
活

動
か
ら
分
析
を
行
い
、
産
業
革
命
期
の
企
業
勃
興
を
支
え
た
企
業

家
集
団
の
存
在
を
念
頭
に
、
慶
應
義
塾
出
身
企
業
家
に
よ
る
企
業

家
集
団
の
存
在
を
指
摘
し
た
（
2
）
。
ま
た
、
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
実
態
的
な
機
能
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
述
し
た
（
3
）
。
そ
の
一
方
で
、

戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
事
業
を
支
え
た
企
業
家
と
企
業

家
集
団
の
役
割
を
比
較
分
析
的
に
検
証
す
る
た
め
に
は
、
玉
川
電

気
鉄
道
以
外
の
事
例
を
検
討
す
る
必
要
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
城
東
電
気
軌
道
と
王
子
電
気
軌
道
を
対
象

と
し
て
、
設
立
過
程
及
び
開
業
後
の
企
業
経
営
に
つ
い
て
分
析
を

行
う
。
本
稿
の
論
点
は
、
各
社
ご
と
に
、
以
下
の
三
点
に
集
約
さ

れ
る
。
第
一
に
開
業
以
前
の
鉄
道
建
設
計
画
の
展
開
を
そ
の
担
い

手
の
活
動
か
ら
検
討
し
、
第
二
に
開
業
後
の
事
業
展
開
を
確
認
し
、

第
三
に
企
業
経
営
者
及
び
株
主
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。
ま
た
、

王
子
電
気
軌
道
に
つ
い
て
は
、
新
宿
線
建
設
計
画
の
展
開
を
詳
述

す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
分
析
を
踏
ま
え
た
上
で
、
玉
川
電
気

戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

│
│
城
東
電
気
軌
道
・
王
子
電
気
軌
道
を
事
例
と
し
て
│
│三

科

仁

伸

戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

三
三
（
二
五
七
）



鉄
道
の
事
例
を
含
め
、
戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
の
展
開

と
企
業
経
営
者
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

城
東
電
気
軌
道
の
本
格
的
な
分
析
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
一
方
で
、
王
子
電
気
軌
道
に
つ
い
て
は
、
社
史
（
4
）
の
記
述
を

参
照
す
る
こ
と
で
、
基
本
的
な
動
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
社
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
編
纂
兼
発

行
『
関
東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力
―
電
気
事
業
の
創
始
か
ら
東

京
電
力
五
〇
年
へ
の
軌
跡
―
』（
二
〇
〇
二
年
）
が
、
電
力
事
業

に
関
す
る
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
木
理
史
『
局
地
鉄

道
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、

本
稿
が
課
題
と
す
る
経
営
陣
に
関
す
る
具
体
的
な
分
析
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。

一
、
城
東
電
気
軌
道
の
設
立
と
展
開

一
―
一
、
城
東
電
気
軌
道
の
設
立
と
千
葉
胤
義

城
東
電
気
軌
道
の
鉄
道
路
線
は
、
錦
糸
町
か
ら
西
荒
川
に
至
る

小
松
川
線
を
中
心
に
、
水
神
森
よ
り
分
岐
し
洲
崎
に
至
る
洲
崎
線
、

江
戸
川
を
超
え
て
東
荒
川
か
ら
今
井
に
至
る
江
戸
川
線
で
あ
っ
た
。

こ
の
建
設
計
画
は
、
一
九
一
〇
年
五
月
六
日
、
京
成
電
気
鉄
道
の

経
営
に
携
わ
っ
た
本
多
貞
次
郎
ら
二
四
名
に
よ
り
「
城
東
電
氣
軌

道
敷
設
特
許
願
（
5
）
」
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、「
東
京
市
本
所
區
柳
原
町
二
丁
目
拾
七
番
地
ヲ
起
点
ト
シ
、

東
京
府
南
葛
飾
郡
亀
戸
町
仝
郡
小
松
川
村
仝
郡
松
江
村
ヲ
経
テ
仝

郡
瑞
穂
村
大
字
上
今
井
千
貮
百
四
拾
貮
番
地
先
ニ
至
ル
」
路
線
を

建
設
し
、「
旅
客
并
ニ
貨
物
運
輸
業
」
を
行
う
こ
と
が
企
図
さ
れ

て
い
た
。
予
想
さ
れ
る
総
収
入
は
六
万
五
三
八
円
九
〇
銭
（
旅
客

収
入
が
四
万
四
八
九
五
円
、
貨
物
収
入
が
一
万
五
六
四
三
円
九
〇

銭
）
で
あ
っ
た
が
、
貨
物
輸
送
に
関
し
て
は
、「
人
家
稠
密
ノ
場

所
」
で
の
二
車
輛
以
上
の
連
結
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
不
許

可
と
な
っ
て
い
る
（
6
）
。

東
京
府
は
、
こ
の
建
設
計
画
を
「
篤
ト
調
査
之
上
處
分
ヲ
要
シ

候
（
7
）」
も
の
で
あ
る
と
し
て
、「
沿
道
町
村
之
利
害
関
係
（
8
）
」
な
ど
を

調
査
す
る
よ
う
に
南
葛
飾
郡
に
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、

例
え
ば
、
鶴
岡
英
文
町
長
を
は
じ
め
複
数
の
町
会
議
員
が
発
起
人

と
し
て
計
画
に
参
加
し
て
い
た
亀
戸
町
は
、「
該
起
業
ニ
於
テ
選

ム
處
ノ
敷
地
ニ
対
シ
テ
ハ
、
当
町
ニ
於
テ
ハ
頗
ル
利
益
ア
ル
モ
ノ

ト
思
料
ス
」
も
の
で
あ
る
と
し
て
、「
全
会
一
致
」
で
計
画
を
承

認
し
て
い
る
（
9
）
。
亀
戸
町
に
関
し
て
は
、
町
会
の
関
係
者
が
発
起
人

と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
賛
同
を
得
や
す
か
っ
た
と
い
え
る
が
、

沿
線
地
域
の
意
見
は
、「
町
村
発
展
上
有
益
ナ
ル
事
業
ト
シ
テ
歓

迎
シ
且
速
ニ
敷
設
ノ
実
現
ヲ
期
待
（
10
）
」
す
る
と
し
て
、
好
意
的
な
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
見
解
を
踏
ま
え
て
、
東
京
府
は
、「
沿

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

三
四
（
二
五
八
）



道
部
落
ハ
勿
論
千
葉
方
面
ト
東
京
市
ト
ハ
連
絡
ヲ
告
ケ
、
運
輸
交

通
ニ
多
大
之
便
益
ヲ
與
フ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
地
方
産
業
ノ
発
達
一

般
諸
工
業
ノ
振
興
ニ
資
ス
ル
（
11
）
」
も
の
で
あ
る
と
す
る
副
申
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
後
、
一
九
一
一
年
三
月
七
日
付
で
特
許
が
交
付
さ

れ
て
い
る
（
12
）
。

一
九
一
二
年
七
月
に
入
る
と
、
こ
こ
ま
で
計
画
を
進
め
て
き
た

本
田
貞
次
郎
が
発
起
人
か
ら
脱
退
し
、
か
わ
っ
て
千
葉
胤
義
が
発

起
人
総
代
に
就
任
し
、
同
時
に
千
葉
県
東
葛
飾
郡
の
住
民
が
計
画

に
参
加
し
て
い
る
（
13
）
。
こ
れ
は
、
城
東
電
気
軌
道
が
千
葉
県
下
ま
で

の
路
線
の
拡
充
を
計
画
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
一
九
一
三
年
一

一
月
五
日
、「
東
京
府
南
葛
飾
郡
瑞
穂
村
大
字
上
今
井
千
二
百
七

十
二
番
地
ヨ
リ
、
千
葉
縣
東
葛
飾
郡
浦
安
町
大
字
猫
實
字
新
田
古

堤
六
百
九
十
四
番
地
ニ
至
ル
新
設
軌
道
（
14
）
」
を
建
設
す
る
特
許
を
受

け
て
い
る
が
、
実
際
に
こ
の
路
線
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。こ

う
し
た
路
線
網
の
拡
大
は
、
千
葉
胤
義
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
同
時
期
に
江
戸
川
電
気
鉄
道
の
建

設
計
画
も
進
め
て
お
り
、
当
該
地
域
に
お
け
る
鉄
道
建
設
を
推
進

し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
城
東
電
気
軌
道
の
当
初
の
計
画
で
は
、

必
要
と
さ
れ
る
動
力
は
自
社
発
電
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

「
起
業
目
論
見
書
（
15
）
」
に
は
、「
發
電
所
ハ
東
京
府
南
葛
飾
郡
小
松
川

村
大
字
西
小
松
川
新
町
耕
地
四
千
六
百
貮
拾
五
番
地
ニ
設
置
シ
、

原
動
力
ハ
蒸
気
力
ヲ
使
用
シ
、
其
馬
力
數
ヲ
百
貮
拾
五
馬
力
」
と

す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
一
九
一
三
年
一
二
月
二

三
日
付
で
、「
今
回
水
力
電
氣
ヲ
使
用
致
度
候
」
と
し
て
、「
原
動

力
變
更
願
（
16
）
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
発
電
所
を
変
電

所
に
変
更
し
、「
原
動
力
ハ
水
力
電
氣
ヲ
使
用
シ
、
其
馬
力
數
ヲ

四
百
五
拾
馬
力
（
17
）
」
と
す
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
発
電
所
の

設
置
か
ら
変
電
所
の
設
置
へ
の
変
更
は
、
自
社
発
電
を
行
わ
ず
外

部
か
ら
の
受
電
に
変
更
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
東
京
府
は

こ
の
変
更
を
「
支
障
無
之
被
認
候
（
18
）
」
と
す
る
進
達
を
行
っ
た
が
、

鉄
道
院
は
「
原
動
力
火
力
ヨ
リ
水
力
ニ
変
更
シ
他
ヨ
リ
電
力
ノ
供

給
ヲ
受
ク
ル
ニ
付
テ
ハ
、
供
給
者
ト
連
署
ノ
上
供
給
契
約
書
謄
本

ヲ
添
付
シ
許
可
申
請
ノ
手
續
ヲ
要
ス
（
19
）
」
と
し
て
、
必
要
書
類
の
提

出
を
求
め
て
い
る
。
城
東
電
気
軌
道
は
、「
原
動
力
變
更
認
可
申

請
書
（
20
）
」
を
「
城
東
電
氣
軌
道
株
式
會
社
取
締
役
社
長
伯
爵
廣
澤
金

次
郎
」
及
び
「
江
戸
川
電
氣
株
式
會
社
専
務
取
締
役
千
葉
胤
義
」

の
連
名
で
提
出
し
、
江
戸
川
電
気
か
ら
の
電
力
供
給
を
明
示
し
て

い
る
。
し
か
し
、
鉄
道
院
監
督
局
が
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

「
江
戸
川
電
氣
株
式
會
社
ノ
發
電
力
ハ
七
五
「
キ
ロ
ワ
ッ
ト
」
ニ

シ
テ
、
城
東
電
氣
軌
道
所
用
電
力
ノ
供
給
ハ
覚
束
ナ
ク
被
認
候
」

状
況
で
あ
る
と
し
て
、「
社
員
召
喚
ノ
上
事
實
聞
糺
シ
タ
ル
ニ
、

戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

三
五
（
二
五
九
）



江
戸
川
電
氣
株
式
會
社
ハ
利
根
川
水
電
株
式
會
社
ヨ
リ
電
力
ノ
供

給
ヲ
受
（
21
）
」
け
る
予
定
で
あ
る
と
返
答
し
て
い
る
。

両
社
の
契
約
の
背
景
に
は
、
千
葉
胤
義
以
外
に
も
複
数
の
城
東

電
気
軌
道
の
発
起
人
が
江
戸
川
電
気
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
江
戸
川
電
気
は
、
葛
西
村
で
の
瓦
斯
発
電
に
よ
る
六

〇
ｋ
ｗ
／
ｈ
と
、
東
京
電
灯
か
ら
の
受
電
に
よ
る
五
〇
ｋ
ｗ
／
ｈ

の
電
力
を
南
葛
飾
郡
内
に
供
給
し
て
い
た
（
22
）
。
城
東
電
気
軌
道
と
江

戸
川
電
気
の
契
約
で
は
、
四
〇
〇
ｋ
ｗ
／
ｈ
か
ら
八
〇
〇
ｋ
ｗ
／

ｈ
を
供
給
す
る
と
し
て
い
る
が
（
23
）
、
江
戸
川
電
気
に
は
城
東
電
気
軌

道
が
必
要
と
す
る
電
力
を
供
給
す
る
能
力
は
な
か
っ
た
た
め
、
利

根
川
水
電
よ
り
受
電
し
た
上
で
送
電
す
る
と
し
て
い
た
。
た
だ
し
、

こ
の
供
給
電
力
に
は
鉄
道
の
動
力
の
み
で
は
な
く
、
沿
線
地
域
に

対
す
る
電
力
供
給
事
業
の
分
も
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
城
東
電
気
軌
道
は
江
戸
川
電
気
よ
り
「
契
約
期
日
ニ

供
給
難
相
成
旨
通
知
」
が
あ
っ
た
と
し
て
、「
東
京
電
燈
株
式
會

社
ト
電
力
需
給
契
約
ヲ
締
結
」
す
る
こ
と
へ
と
方
針
を
転
換
し
て

い
る
（
24
）
。
両
社
の
「
契
約
書
（
25
）
」
に
よ
る
と
、「
電
車
運
轉
用
及
電
燈

用
」
の
電
力
と
し
て
、
二
〇
〇
ｋ
ｗ
／
ｈ
を
供
給
す
る
と
し
て
お

り
、
将
来
的
に
は
三
五
〇
ｋ
ｗ
／
ｈ
ま
で
増
加
す
る
と
し
て
い
る
。

一
九
一
四
年
八
月
一
日
、
東
京
電
灯
か
ら
の
受
電
に
伴
う
「
原
動

力
変
更
認
可
申
請
書
（
26
）
」
を
提
出
し
、
同
年
一
〇
月
二
九
日
付
で
認

可
を
受
け
て
い
る
（
27
）
。

以
上
の
展
開
か
ら
考
え
る
と
、
草
創
期
の
路
線
網
の
拡
大
や
電

力
供
給
計
画
は
、
千
葉
胤
義
が
経
営
し
て
い
た
江
戸
川
電
気
か
ら

の
電
力
供
給
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
送
電
計
画
は
そ
れ
自
体
が
実
現
不
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
城
東
電
気
軌
道
の
建
設
が
進
め
ら

れ
た
。
千
葉
胤
義
に
と
っ
て
の
関
心
は
、
当
該
地
域
の
鉄
道
建
設

よ
り
も
、
江
戸
川
電
気
の
送
電
先
の
確
保
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
後
、
一
九
一
三
年
八
月
二
〇
日
、
城
東
電
気
軌
道
は
創

立
総
会
を
開
催
し
、
伯
爵
廣
澤
金
次
郎
を
社
長
と
す
る
役
員
の
選

挙
を
行
っ
て
い
る
（
28
）
。

一
―
二
、
鉄
道
事
業
の
展
開

次
に
、
城
東
電
気
軌
道
の
開
業
後
の
鉄
道
事
業
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
当
初
は
、
一
九
一
四
年
の
大
正
博
覧
会
ま
で
に
開
業
を
計

画
し
て
い
た
が
（
29
）
、
度
重
な
る
路
線
の
変
更
や
建
設
資
材
の
調
達
難

な
ど
に
よ
っ
て
鉄
道
建
設
は
難
航
し
た
。
結
果
的
に
、
一
九
一
七

年
一
二
月
二
八
日
に
幹
線
の
運
転
開
始
許
可
を
得
て
（
30
）
、
同
年
一
二

月
三
〇
日
よ
り
営
業
を
開
始
し
て
い
る
（
31
）
。

こ
こ
で
、
図
１
と
し
て
、
城
東
電
気
軌
道
の
主
要
事
業
別
純
益

を
示
す
。
図
１
の
う
ち
、
鉄
道
事
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
二

史
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〇
年
代
前
半
は
継
続
的
に
発
展
し
て
い
る
が
、
関
東
大
震
災
後
の

時
期
を
頂
点
に
業
績
は
下
降
傾
向
に
あ
る
。
関
東
大
震
災
以
前
の

鉄
道
事
業
は
、「
線
路
沿
道
ノ
發
展
ト
相
俟
テ
、
更
ニ
一
躍
ノ
進

展
（
32
）」
が
期
さ
れ
て
い
た
。
関
東
大
震
災
直
後
に
は
、
都
市
部
か
ら

郊
外
地
域
へ
の
人
口
の
移
動
に
よ
り
、「
日
ヲ
遂
フ
テ
著
シ
ク
發

展
シ
ツ
ヽ
（
33
）
」
あ
る
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
好
成
績
を
あ
げ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
後
は
、「
前
年
ニ
於
テ
ハ
、
大
震
災
ノ
タ
メ
一
時
的

移
住
者
激
増
シ
變
潮
ノ
好
成
績
ヲ
見
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
本
年
ニ

至
リ
、
市
内
復
興
ト
共
ニ
歸
還
シ
タ
ル
モ
ノ
甚
タ
多
ク
、
又
一
般

財
界
ノ
不
況
ハ
沿
道
工
業
地
帯
ニ
殊
ニ
深
刻
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ホ
シ

タ
ル
結
果
外
ナ
ラ
ス
シ
テ
、
一
時
的
變
潮
カ
平
常
ニ
復
シ
タ
ル
（
34
）
」

状
況
で
あ
る
と
し
て
、
業
績
は
下
降
し
て
い
る
。
城
東
電
気
軌
道

の
沿
線
地
域
に
お
け
る
関
東
大
震
災
後
の
人
口
の
増
加
は
一
時
的

な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
い
え
る
。
ま
た
、
沿
線
地
域
は
工
場
地
域

で
あ
っ
た
た
め
、
不
況
の
変
化
を
直
接
的
に
受
け
て
い
る
。
一
九

三
〇
年
代
に
入
る
と
、
一
般
経
済
の
回
復
に
伴
い
、
城
東
電
気
軌

道
の
業
績
も
上
昇
傾
向
に
転
じ
て
い
る
。
な
お
、
一
九
二
六
年
か

ら
、
競
合
し
た
他
の
乗
合
自
動
車
に
対
抗
し
、
城
東
電
気
軌
道
も

乗
合
自
動
車
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。

図 1 城東電気軌道主要事業別純益

典拠）城東電気軌道各期「�業及決算報告書」より作成。

戦
前
期
東
京
に
お
け
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電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開
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一
―
三
、
経
営
陣
と
株
主

城
東
電
気
軌
道
の
経
営
陣
と
株
主
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
表

１
と
し
て
、
城
東
電
気
軌
道
の
経
営
陣
を
示
す
。
初
代
社
長
に
就

任
し
た
廣
澤
金
次
郎
は
、
発
起
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
先

述
の
よ
う
に
、
草
創
期
の
城
東
電
気
軌
道
は
千
葉
胤
義
の
影
響
下

に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
役
割
は
名
目
上
の
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
跡
を
継
い
だ
の
は
、
尾
高
次
郎
で
あ
っ
た
。

尾
高
次
郎
は
、
第
一
国
立
銀
行
に
入
り
、
釜
山
や
仁
川
な
ど
の
支

店
支
配
人
を
経
て
、
監
査
役
を
務
め
た
後
、
東
洋
生
命
保
険
会
社

の
社
長
と
し
て
経
営
難
に
陥
っ
て
い
た
同
社
の
再
建
や
、
武
州
銀

行
の
設
立
な
ど
に
手
腕
を
振
る
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
が
城
東
電

気
軌
道
の
社
長
に
就
任
し
た
の
は
、
当
時
の
城
東
電
気
軌
道
が
、

「
資
本
金
百
萬
圓
に
て
六
十
萬
圓
の
拂
込
濟
み
な
る
も
、
未
納
拂

込
金
多
く
し
て
會
社
の
經
営
困
難
に
陥
り
た
る
」
た
め
、「
鋭
意

之
が
刷
新
を
謀
」
る
た
め
で
あ
っ
た
（
35
）
。
一
九
一
八
年
六
月
一
二
日

付
の
尾
高
豊
作
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
彼
は
、「
城
東
電
氣
軌

道
會
社
も
漸
く
有
望
の
事
業
と
相
成
申
候
」
と
記
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
（
36
）
、
こ
の
時
期
の
苦
心
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
二
〇
年
二
月
四
日
に
尾
高
次
郎
が
死
去
す
る
と
、
後
任
の

社
長
に
は
大
川
平
三
郎
が
就
任
す
る
。
尾
高
次
郎
と
大
川
平
三
郎

は
、
共
に
渋
沢
栄
一
を
義
理
の
叔
父
と
し
、
彼
の
娘
を
妻
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
血
縁
関
係
を
有
し
て
い
た
。
大
川
平
三
郎
は
、

渋
沢
栄
一
の
援
助
で
上
京
し
て
書
生
と
な
り
、
王
子
製
紙
で
頭
角

を
現
す
と
、
そ
の
後
は
各
地
で
製
紙
会
社
を
興
し
て
い
る
。
札
幌

ビ
ー
ル
や
浅
野
セ
メ
ン
ト
な
ど
の
事
業
に
関
わ
り
、
鉄
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
上
毛
電
気
鉄
道
や
静
岡
電
気
鉄
道
、
東
京
地
下
鉄
道

な
ど
の
経
営
に
参
画
し
て
い
た
。
ま
た
、
尾
高
次
郎
の
設
立
し
た

武
州
銀
行
の
頭
取
も
務
め
て
い
る
（
37
）
。

ま
た
、
渋
沢
栄
一
自
身
の
城
東
電
気
軌
道
へ
の
関
与
も
確
認
で

き
る
。
一
九
一
六
年
四
月
一
一
日
付
の
大
川
平
三
郎
宛
高
津
峰
三

郎
書
簡
に
は
、「
過
刻
願
置
候
城
東
電
気
軌
道
會
社
之
儀
ニ
付
、

渋
澤
男
爵
ヘ
御
話
被
下
候
材
料
と
し
て
、
別
紙
書
類
差
上
置
候
ニ

付
、
御
持
参
被
下
御
緩
話
被
下
候
様
ニ
御
願
仕
候
（
38
）
」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
城
東
電
気
軌
道
に
関
す
る
案
件
を
渋
沢
栄
一
に
伝
え
る
こ

と
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
柳
淳
之
介
が
城
東
電
気
軌
道
の

経
営
に
参
画
し
よ
う
と
し
た
際
に
は
、
グ
リ
ー
ン
メ
ー
ラ
ー
視
さ

れ
た
彼
を
排
斥
す
る
た
め
に
、
渋
沢
栄
一
ら
が
尽
力
し
た
と
さ
れ

て
い
る
（
39
）
。
高
柳
淳
之
助
自
身
も
、
城
東
電
気
軌
道
と
の
関
連
か
ら

渋
沢
栄
一
ら
と
交
際
し
て
い
た
と
記
し
て
い
る
（
40
）
。
こ
う
し
た
点
か

ら
、
渋
沢
栄
一
は
尾
高
次
郎
や
大
川
平
三
郎
ら
を
介
し
て
、
城
東

電
気
軌
道
を
後
援
す
る
立
場
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

表
１
に
よ
る
と
、
城
東
電
気
軌
道
の
経
営
陣
に
は
、
渋
沢
栄
一
が

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

三
八
（
二
六
二
）



表 1 城東電気軌道役員

備考

追加発起人、伯爵

追加発起人、江戸川電気

追加発起人

第一国立銀行、東京海上保険

追加発起人

発起人、亀戸町長

発起人、農業家

発起人、農業家

酒販売業

追加発起人、王子製紙

発起人、農業家

大蔵官僚出身

札幌麦酒、大日本麦酒

東洋生命保険

追加発起人、大倉商事、大倉鉱業

東洋生命保険、武州銀行

王子製紙、武州銀行

武州銀行、浅野セメント

事業家

朝鮮興業、伊香保ケーブル

東洋生命保険、武州銀行

徳川慶喜 9男、男爵、浅野セメント

伊香保ケーブル

朝鮮産業鉄道

典拠） 城東電気軌道各期「營業及決算報告書」；〔発起人身元調〕、「御届」（『東京市公文 自明治四十四年至大正
七年 鐡道軌道 冊ノ一九』、東京府文書、327�D 4�09）；三木田十五『現代学閥展望』（不動書房、1933
年）；商業興信所編集兼発行『日本全国諸会社役員録』（各年）；人事興信所編集兼発行『人事興信録』（各
年）などにより作成。

註）（ ）付の年代の表記は、『日本全国諸会社役員録』上の、最初・最終掲載年を示す。

辞任時期

1915年 3月 19日

（1915年）

（1917年／1918年）

（1917年／1918年）

―

（1917年）

1923年 5月 16日

1934年 12月 4日

1933年 6月 16日

（1915年）

（1915年）

―

1920年 6月 28日

1922年 6月 21日

1927年 4月 1日

1937年 3月 15日

1920年 2月 16日

1937年 3月 29日

1937年 3月 15日

1922年 6月 30日

1921年

1937年 3月 15日

1934年 6月 29日

1937年 3月 15日

1932年 12月 12日

1937年 3月 15日

1937年 3月 15日

就任時期

1913年 8月 23日

1913年 8月 24日

1913年 8月 25日

1913年 8月 26日

1913年 8月 27日

1913年 8月 28日

1913年 8月 29日

1913年 8月 30日

1913年 8月 31日

1913年 9月 1日

1913年 9月 2日

1913年 9月 3日

（1917年／1918年）

（1916年）

（1917年／1918年）

（1916年）

1915年 12月 21日

（1916年）

1920年 6月 28日

1920年 6月 28日

1921年 6月 28日

1922年 6月 30日

1922年 6月 30日

1923年 6月 28日

1926年 6月 28日

1932年 12月 27日

1932年 12月 27日

役職

取締役社長

常務取締役

常務取締役

常務取締役

取締役

取締役

取締役

取締役／取締役社長

取締役

監査役

監査役

監査役

取締役

取締役

監査役

取締役

取締役社長

取締役／取締役社長

取締役

監査役

監査役

取締役兼支配人

監査役

取締役

監査役

監査役

監査役

氏名

廣澤金次郎

千葉胤義

橋本梅太郎

斎藤峰三郎

菊地峰五郎

早見久五郎

鶴岡英文

大塚喜一郎

川野濱吉

神谷傳兵衛

星野錫

梅沢八太郎

秋本豊之進

植村澄三郎

福島宜三

大倉発身

尾高次郎

大川平三郎

尾高豊作

秋本豊之進

高柳淳之助

石田友三郎

植村澄三郎

木村雄次

徳川誠

田幡鉄太郎

伊藤利三郎

戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

三
九
（
二
六
三
）



関
係
し
た
企
業
の
役
員
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

次
に
、
城
東
電
気
軌
道
の
株
主
に
つ

い
て
検
討
し
よ
う
。
表
２
と
し
て
、
同

社
の
主
要
株
主
を
示
す
。
表
２
か
ら
、

同
社
の
筆
頭
株
主
は
、
尾
高
次
郎
の
経

営
し
て
い
た
東
洋
生
命
保
険
や
武
州
銀

行
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
東
洋
生

命
保
険
は
渋
沢
栄
一
が
設
立
に
尽
力
し
（
41
）
、

「
第
一
銀
行
の
出
店
（
42
）
」
な
ど
と
も
称
さ

れ
た
渋
沢
栄
一
系
の
企
業
で
あ
っ
た
。

こ
の
他
に
も
、
大
川
合
名
会
社
や
渋
沢

同
族
会
社
な
ど
が
株
式
を
保
有
し
て
い

た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
城
東
電
気
軌

道
は
、
経
営
陣
と
資
本
基
盤
の
両
面
で

渋
沢
栄
一
関
連
の
企
業
家
集
団
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
た
企
業
で
あ
る
と
い

え
る
。

一
九
三
七
年
三
月
二
五
日
、
城
東
電

気
軌
道
は
、
東
京
地
下
鉄
道
の
傘
下
に

あ
っ
た
東
京
乗
合
自
動
車
と
合
併
す
る
。

表 2 城東電気軌道主要株主

《1926年上半期》

株数

6,994
5,300
2,237
2,036
2,000
1,750
1,534
1,095
1,000
1,000
1,000
1,000

60,000

《1936年下半期》

株数

5,824
4,200
2,070
1,900
1,700
1,100
1,108
1,000
1,000

60,000

典拠） 城東電気軌道各期「營業及決算報告書」より作成。

株主

木村雄次：東洋生命保険
日比谷新次郎
尾高豊作：尾高合名会社
大川平三郎：大川合名会社
内川福平：新潟丸亀合資会社
八木逸郎：日本医師共済生命保険
川崎八右衛門：川崎定徳合資会社
大倉発身
安田善四郎：日本昼夜銀行
玉村徳治郎
山田栄
渋沢敬三：澁澤同族株式会社

総株数

株主

永田甚之助：武州銀行東京支店
尾高豊作：尾高合名会社
大川平三郎：大川合名会社
日比谷平左衛門
佐藤麟太郎
永田甚之助
大倉発身
山田栄
渋沢敬三：澁澤同族株式会社

総株数

《1920年上半期》

株数

7,732
2,650
1,750

625
625
500
500
500
500
500

30,000

《1935年下半期》

株数

5,824
4,550
2,250
2,070
2,034
1,450
1,108
1,000
1,000
1,000

60,000

株主

福島宜三：東洋生命保険
日比谷新次郎
高柳淳之助：高柳合資会社
尾高豊作
佐野菊次郎
高柳淳之助：高柳合資会社
大倉発身
渡邊治右衛門
山田馬次郎
渋沢敬三：澁澤同族株式会社

総株数

株主

永田甚之助：武州銀行東京支店
日比谷平左衛門
尾高豊作：尾高合名会社
大川平三郎：大川合名会社
長澤信之助
里吉義雄
大倉発身
安田善四郎：日本昼夜銀行
山田栄
渋沢敬三：澁澤同族株式会社

総株数

《1919年下半期》

株数

2,070
1,060

700
250
250
200
200
200
200
200
200

12,000

《1931年下半期》

株数

7,094
4,300
2,237
2,036
1,500
1,500
1,312
1,120
1,095
1,000
1,000
1,000

60,000

株主

尾高次郎：東洋生命保険
日比谷新次郎
高柳淳之助：高柳合資会社
尾高次郎
佐野菊次郎
高柳淳之助：高柳合資会社
大倉発身
渡邊治右衛門
山田馬次郎
菊池長四郎
渋沢敬三：澁澤同族株式会社

総株数

株主

木村雄次：東洋生命保険
日比谷平左衛門
尾高豊作：尾高合名会社
大川平三郎：大川合名会社
八木逸郎：日本医師共済生命保険
永田甚之助：武州銀行東京支店
根本秀太郎
藤田英次郎
大倉発身
安田善四郎：日本昼夜銀行
山田栄
渋沢敬三：澁澤同族株式会社

総株数

史
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こ
の
合
併
は
、「
両
交
通
機
関
ノ
経
営
ヲ
統
一
シ
、
経
営
ノ
合
理

化
ニ
ヨ
リ
経
費
ノ
節
減
ト
乗
客
ノ
便
益
ヲ
図
ル
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
た
（
43
）
。
実
際
の
合
併
交
渉
は
一
年
ほ
ど
前
か
ら
進
め
ら
れ
て

お
り
、
一
九
三
六
年
四
月
三
〇
日
に
合
併
契
約
が
締
結
さ
れ
る
と
、

両
社
は
揃
っ
て
五
月
二
六
日
に
臨
時
株
主
総
会
を
開
催
し
、「
満

場
一
致
」
で
合
併
に
関
す
る
議
案
を
承
認
し
て
い
る
（
44
）
。
こ
の
合
併

の
背
景
に
は
、
大
川
平
三
郎
が
東
京
乗
合
自
動
社
の
親
会
社
で
あ

る
東
京
地
下
鉄
道
の
取
締
役
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
即

ち
、
こ
の
合
併
は
、
大
川
平
三
郎
が
経
営
す
る
城
東
電
気
軌
道
を

他
の
関
連
企
業
へ
と
合
同
さ
せ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
こ
の
後
、

東
京
乗
合
自
動
車
は
東
京
地
下
鉄
道
に
吸
収
さ
れ
、
戦
時
中
の
東

京
市
に
よ
る
買
収
を
経
て
、
戦
後
は
東
京
都
電
の
一
路
線
と
な
っ

た
。こ

こ
ま
で
、
本
節
で
は
城
東
電
気
軌
道
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

本
節
で
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
要
約
す
る
と
、
以

下
の
通
り
で
あ
る
。
城
東
電
気
軌
道
は
沿
線
地
域
住
民
ら
に
よ
り

建
設
運
動
が
進
め
ら
れ
た
が
、
江
戸
川
電
気
を
経
営
し
て
い
た
千

葉
胤
義
が
計
画
を
主
導
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
過
剰
な
電
力
供
給

計
画
を
構
想
し
た
。
そ
の
結
果
、
建
設
資
金
の
調
達
に
問
題
が
生

じ
、
銀
行
経
営
に
手
腕
を
揮
っ
た
尾
高
次
郎
が
社
長
と
し
て
経
営

を
再
建
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
没
後
は
大
川
平
三
郎
が
跡
を
継
い

だ
。
有
価
証
券
の
保
有
状
況
も
含
め
て
、
城
東
電
気
軌
道
は
渋
沢

栄
一
関
係
の
企
業
家
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
企
業
で
あ
っ
た
。

二
、
王
子
電
気
軌
道
の
設
立
と
展
開

二
―
一
、
王
子
電
気
軌
道
の
設
立
と
才
賀
藤
吉

王
子
電
気
軌
道
の
鉄
道
路
線
は
、
三
ノ
輪
か
ら
王
子
を
経
て
早

稲
田
に
至
る
幹
線
と
、
王
子
か
ら
赤
羽
に
至
る
赤
羽
線
で
あ
っ
た
。

こ
の
設
立
計
画
は
、
松
本
錬
蔵
ら
一
三
名
に
よ
り
「
王
子
電
氣
鐡

道
敷
設
願
（
45
）
」
が
、
一
九
〇
六
年
五
月
一
七
日
付
で
内
務
省
に
対
し

て
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。「
王
子
電
氣
鐡
道
敷
設
願
」
に

よ
る
と
、
設
立
の
目
的
は
、「
今
後
東
京
市
發
展
ノ
趨
勢
ト
府
下

王
子
村
隆
昌
ノ
機
運
ト
ニ
鑑
ミ
、
且
つ
公
益
ノ
為
メ
、
市
内
各
種

ノ
工
場
及
ヒ
勞
働
者
貧
民
等
ヲ
郡
部
ニ
移
轉
セ
シ
ム
ル
ノ
必
要
ヲ

感
シ
、
隨
テ
郡
部
ニ
於
ケ
ル
交
通
機
関
設
備
ノ
緊
急
ナ
ル
ヲ
認
メ

候
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
郡
部
の
発
展
と
そ
れ
に
伴
う
交
通

機
関
の
拡
充
の
必
要
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
当
初
の
計
画
路
線
は
、

①
「
東
京
府
北
豊
島
郡
瀧
野
川
村
飛
鳥
山
東
麓
ニ
起
リ
、
仝
郡
堀

之
内
村
尾
久
村
三
河
島
村
ヲ
経
テ
、
東
京
市
下
谷
區
三
ノ
輪
町
二

十
九
番
地
角
ニ
至
リ
、
東
京
市
街
鉄
道
未
設
三
ノ
輪
線
ニ
連
絡
ス

ル
モ
ノ
」、
②
「
前
項
同
所
ヲ
起
点
ト
シ
、
飛
鳥
山
麓
ヲ
迂
曲
シ

テ
瀧
野
川
村
字
元
瀧
野
川
六
十
一
番
地
角
ヲ
右
折
シ
、
板
橋
街
道

戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

四
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ヲ
横
断
シ
東
京
市
小
石
川
區
大
塚
辻
町
ニ
至
リ
、
右
折
シ
テ
�
鴨

監
獄
署
道
ニ
出
テ
仝
區
大
塚
坂
下
町
九
番
地
角
ヲ
右
折
シ
、
護
國

寺
前
東
京
市
街
鉄
道
未
設
音
羽
線
ニ
連
絡
ス
ル
モ
ノ
」、
③「
小
石

川
區
護
國
寺
前
東
京
市
街
鉄
道
未
設
音
羽
線
終
点
ヨ
リ
起
リ
、
仝

區
西
青
柳
町
ヲ
経
テ
北
豊
島
郡
高
田
村
字
雑
司
ケ
谷
三
百
八
十
五

番
地
先
ヨ
リ
仝
村
法
明
寺
浦
ヲ
通
リ
、
仝
郡
池
袋
村
日
本
鉄
道
池

袋
停
車
場
附
近
ニ
達
ス
ル
モ
ノ
（
46
）
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
路
線
は
、

東
京
市
街
鉄
道
と
の
競
業
を
避
け
る
と
同
時
に
、
既
存
の
計
画
路

線
と
の
接
続
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。

次
い
で
、
一
九
〇
六
年
七
月
二
三
日
に
、「
王
子
電
氣
鐡
道
敷

設
願
書
中
線
路
延
長
ニ
付
設
計
變
更
訂
正
願
（
47
）
」
が
提
出
さ
れ
、

「
本
年
五
月
十
七
日
付
出
願
王
子
電
氣
鐡
道
敷
設
線
路
ノ
儀
ハ
、

府
下
王
子
村
ヨ
リ
市
ノ
東
北
竝
ニ
西
北
ノ
両
端
ニ
接
續
ス
ル
モ
ノ

ニ
有
之
候
處
、
今
般
更
ニ
王
子
ヲ
介
シ
テ
東
京
市
ト
埼
玉
縣
川
口

村
ト
ノ
交
通
ヲ
敏
活
ナ
ラ
シ
メ
ン
ガ
為
メ
、
北
豊
島
郡
瀧
野
川
村

ヨ
リ
分
岐
シ
テ
仝
郡
岩
淵
町
マ
テ
線
路
延
長
」
す
る
こ
と
を
申
請

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
川
口
方
面
へ
の
舟
運
で
の
接
続
を
企
図
し

た
路
線
で
あ
っ
た
。
同
年
一
二
月
九
日
に
は
、「
王
子
電
氣
銕
道

願
書
訂
正
願
（
48
）
」
が
提
出
さ
れ
、「
今
般
線
路
豫
測
ノ
結
果
該
線
路

中
大
塚
停
車
場
附
近
ヨ
リ
護
國
寺
前
ヲ
経
テ
池
袋
停
車
場
附
近
ニ

至
ル
線
路
ヲ
削
除
致
候
」
と
し
て
、「
王
子
電
氣
鐡
道
敷
設
願
」

中
の
③
の
路
線
の
建
設
を
中
止
し
て
い
る
。
即
ち
、
王
子
電
気
軌

道
は
、
王
子
駅
を
中
心
と
し
て
三
方
へ
延
び
る
路
線
網
を
構
想
し

て
い
る
。
以
上
の
出
願
に
関
し
、
一
九
〇
七
年
五
月
二
七
日
付
で
、

内
務
省
よ
り
「
特
許
状
（
49
）
」
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

当
時
は
日
露
戦
争
後
の
反
動
不
況
の
時
期
に
あ
た
り
、
王
子
電

気
軌
道
は
資
金
調
達
に
苦
し
ん
で
い
た
。
国
内
市
場
の
み
か
ら
で

は
資
金
調
達
に
難
が
あ
る
と
し
て
、
外
資
と
の
提
携
を
画
策
す
る

も
失
敗
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
〇
八
年
四
月
に
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
代
表
と
共
同
経
営
の
方
針
を
探
る
も
、
当
時

の
日
本
の
証
券
市
場
に
対
す
る
不
安
を
印
象
付
け
た
日
糖
事
件
の

影
響
に
よ
り
、
こ
の
計
画
も
破
綻
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下

で
、
工
事
施
行
認
可
申
請
の
期
限
が
迫
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

建
設
計
画
を
早
期
に
実
現
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
大
倉
組

や
藤
岡
市
助
ら
と
交
渉
す
る
も
、
こ
れ
ら
も
失
敗
し
て
い
る
。
実

際
、
建
設
工
事
を
行
う
上
で
必
要
な
資
金
を
調
達
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
一
九
〇
八
年
一
〇
月
六
日
付
で
「
工
事
施
行
認
可
申
請
期

限
延
期
ノ
義
ニ
付
申
請
（
50
）
」
を
提
出
し
、「
積
年
ニ
亘
レ
ル
經
濟
界

ノ
逆
調
ハ
容
易
ニ
回
復
ノ
氣
運
ニ
向
ハ
ス
、
又
人
心
尚
新
企
業
ヲ

厭
フ
ノ
傾
向
ア
リ
テ
經
営
施
設
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ス
、
今
日
ニ
至
リ

候
處
、
經
濟
界
ノ
状
況
モ
漸
次
順
境
ニ
相
向
ヒ
候
ニ
付
、
會
社
設

立
ノ
準
備
ニ
着
手
シ
資
金
ノ
一
部
ヲ
公
衆
ヨ
リ
募
集
ス
ル
ノ
計
画

史
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畫
ヲ
立
テ
、
目
下
其
手
續
中
ニ
テ
不
日
發
表
ノ
筈
ニ
有
之
候
ヘ
共
、

募
集
事
務
結
了
迄
ニ
ハ
尚
相
当
ノ
日
子
ヲ
要
シ
期
間
内
會
社
設
立

間
ニ
合
ヒ
兼
候
」
と
記
し
、
工
事
施
行
認
可
申
請
期
限
の
三
ヶ
月

間
の
延
長
を
願
い
出
て
い
る
。
し
か
し
、
必
要
な
資
金
の
調
達
が

出
来
ず
、
こ
れ
以
降
も
複
数
回
の
延
期
申
請
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
後
、
一
九
一
〇
年
一
二
月
二
八
日
付
で
提
出
さ
れ
た
「
工
事
施

行
認
可
申
請
書
（
51
）
」
に
よ
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た
三
路
線
全
て
で

の
工
事
を
諦
め
、
大
塚
―
飛
鳥
山
間
の
路
線
建
設
に
限
定
す
る
方

針
に
転
換
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
王
子
電
気
軌
道
は

藤
岡
市
助
な
ど
を
顧
問
と
し
、
渋
沢
栄
一
の
後
援
や
才
賀
藤
吉
の

賛
助
を
得
る
形
で
、
一
九
一
〇
年
四
月
二
二
日
、
会
社
設
立
を
行

っ
て
い
る
。
設
立
時
の
経
営
陣
は
、
設
立
発
起
人
や
創
立
委
員
に
、

才
賀
電
機
商
会
の
関
係
者
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
王
子
電
気
軌
道
の
設
立
を
援
助
し
た
才
賀
藤
吉
に
つ

い
て
み
て
お
こ
う
。
彼
は
、
明
治
四
年
に
大
阪
で
生
ま
れ
、
丁
稚

奉
公
を
経
て
、
大
阪
電
灯
の
見
習
員
と
し
て
電
気
工
事
技
術
を
修

得
し
た
後
、
三
吉
電
機
工
場
で
職
工
と
し
て
勤
務
し
た
。
こ
の
三

吉
電
機
工
場
と
は
、
藤
岡
市
助
の
指
導
の
下
、
工
部
省
出
身
の
三

吉
正
一
に
よ
っ
て
、
東
京
市
芝
区
に
開
設
さ
れ
た
電
機
製
造
工
場

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
八
九
六
年
に
京
都
に
て
才
賀
電
機

商
会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
当
初
の
才
賀
電
機
商
会
は
電
気
事
業

に
重
点
を
置
い
て
お
り
、
特
に
工
事
や
設
計
請
負
や
そ
れ
に
付
帯

す
る
土
木
工
事
事
業
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
余
剰

電
力
の
供
給
先
と
し
て
の
関
係
か
ら
、
電
気
軌
道
や
電
気
鉄
道
事

業
へ
と
参
入
し
て
い
く
。
そ
の
戦
略
は
、
株
式
の
取
得
を
基
礎
に

経
営
の
実
権
を
握
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
資
金
の

融
通
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
開
業
に
関
わ
る
設
備
の
購
入
や
工

事
を
才
賀
電
機
商
会
で
請
け
負
う
こ
と
で
、
更
な
る
利
潤
を
得
て

い
た
の
で
あ
り
、「
中
間
商
人
」
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
事
業
は
、
電
灯
電
力
事
業
へ
の
参
入
を
希
望
す
る
人
々

に
と
っ
て
、
複
雑
な
手
続
き
や
実
務
面
で
の
全
面
的
な
援
助
を
期

待
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
関
与
す
る
事
業
は
、
資
本
金
一

〇
〇
万
円
以
上
五
〇
〇
万
円
未
満
の
小
規
模
な
事
業
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、
関
西
地
域
を
中
心
に
電
気
事
業
の
波
及
的
革
新
者
と
し

て
、
事
業
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
活
動
を
行
っ
て
い
た
（
52
）
。

王
子
電
気
軌
道
と
才
賀
藤
吉
が
関
係
を
持
つ
に
至
っ
た
経
緯
は

不
明
で
あ
る
が
、
三
吉
電
機
工
場
以
来
の
藤
岡
市
助
と
の
関
係
が

想
起
さ
れ
る
。
ま
た
、
王
子
電
気
軌
道
の
社
史
に
は
、「
會
社
設

立
當
時
の
資
本
系
統
は
、
社
長
才
賀
藤
吉
氏
を
主
と
し
、
こ
れ
に

發
起
人
を
加
へ
た
る
も
の
に
し
て
、
諸
工
事
請
負
、
諸
機
械
の
購

入
等
に
つ
い
て
も
、
總
て
才
賀
商
會
を
經
た
り
、
又
そ
の
當
時
の

取
引
銀
行
は
こ
の
系
統
に
依
る
北
濱
銀
行
を
主
と
し
、
其
他
川
崎

戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開
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貯
蓄
銀
行
、
東
京
共
立
銀
行
、
福
島
銀
行
、
第
一
銀
行
等
な
り
（
53
）
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
創
業
時
の
王
子
電
気
軌
道
は
、

才
賀
藤
吉
に
依
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
資
金
面
に
つ
い
て

み
る
と
、
創
業
時
の
王
子
電
気
軌
道
の
発
行
済
株
式
二
万
株
に
対

し
て
、
日
本
興
業
銀
行
で
の
抵
当
分
か
ら
推
計
す
る
と
、
才
賀
藤

吉
保
有
の
株
式
は
一
万
二
〇
〇
〇
株
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
会

社
設
立
後
は
才
賀
電
機
商
会
よ
り
三
井
助
作
や
野
田
儀
一
郎
と
い

っ
た
人
物
を
送
り
込
む
こ
と
で
、
一
定
の
発
言
力
を
保
持
し
て
い

た
と
い
え
る
。
実
務
現
場
で
は
、
才
賀
電
機
商
会
の
芥
川
均
一
に

工
事
関
連
の
実
務
事
務
全
般
を
請
け
負
わ
せ
て
い
る
（
54
）
。
才
賀
藤
吉

自
身
は
、
関
西
圏
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
た
め
、
実
際
の
王
子

電
気
軌
道
の
活
動
は
才
賀
電
機
商
会
の
関
係
者
に
よ
り
担
わ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
才
賀
藤
吉
の
尽
力
も
あ
っ
て
、
王
子
電
気
軌
道
に
は
、

一
九
一
一
年
八
月
一
九
日
付
で
「
北
豊
島
郡
瀧
野
川
村
飛
鳥
山
公

園
ヨ
リ
仝
郡
�
鴨
町
大
字
�
鴨
ニ
至
ル
間
（
55
）
」
の
運
転
開
始
の
許
可

が
下
り
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
翌
八
月
二
〇
日
、
王
子
電
気

軌
道
は
開
業
し
て
い
る
（
56
）
。

二
―
二
、
鉄
道
事
業
の
展
開

開
業
後
の
路
線
網
の
拡
大
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。
王
子
電

気
軌
道
は
、
一
九
一
三
年
四
月
一
日
に
三
ノ
輪
―
飛
鳥
山
下
間
を
、

一
九
一
五
年
四
月
一
七
日
に
飛
鳥
山
―
王
子
間
を
開
通
さ
せ
て
い

る
。
そ
の
後
は
新
規
路
線
の
開
業
は
控
え
て
い
た
が
、
一
九
二
五

年
二
月
七
日
に
飛
鳥
山
下
―
王
子
間
の
連
絡
路
線
の
開
通
を
実
現

し
、
遂
に
幹
線
が
接
続
さ
れ
る
。
こ
れ
以
降
、
同
年
一
一
月
一
二

日
に
大
塚
―
鬼
子
母
神
間
を
、
一
九
二
九
年
一
二
月
二
五
日
に
鬼

子
母
神
―
面
影
橋
間
を
、
一
九
三
〇
年
三
月
三
〇
日
に
面
影
橋

―
早
稲
田
間
を
開
業
し
て
い
る
。
赤
羽
線
に
関
し
て
は
、
一
九
二

六
年
三
月
二
八
日
に
王
子
駅
前
―
神
谷
橋
間
を
、
一
九
二
七
年
一

二
月
一
五
日
に
神
谷
橋
―
赤
羽
間
を
開
業
さ
せ
、
赤
羽
ま
で
の
接

続
を
実
現
し
て
い
る
。
王
子
電
気
軌
道
の
路
線
網
は
、「
大
正
期

に
お
け
る
北
豊
島
郡
の
�
地
方
の
時
代
�
を
象
徴
す
る
（
57
）
」
も
の
で

あ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
図
２
と
し
て
、
王
子
電
気
軌
道
の
主
要
事
業
別
の
純
益

を
示
す
。
図
２
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
王
子
電
気
軌
道
の
最
大
の

収
益
は
、
本
業
の
鉄
道
事
業
で
は
な
く
、
電
力
供
給
事
業
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
宿
線
、
駒
込
線
、
板
橋
線
、
池

袋
線
、
白
髯
橋
線
、
田
端
線
な
ど
の
新
設
に
つ
い
て
は
、「
電
車

經
營
ハ
利
益
甚
ダ
薄
キ
ガ
故
ニ
、
其
宜
キ
ニ
従
ツ
テ
漸
次
歩
ヲ
進

メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
一
方
で
、「
電
燈
電

力
ハ
常
ニ
其
増
加
拡
張
シ
ツ
ヽ
ア
レ
バ
、
従
テ
諸
般
ノ
改
良
ニ
不

史
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断
資
金
ヲ
固
定
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
ガ
故
ニ
、
利
益
ノ
増
加
ト
共
ニ

努
メ
テ
基
礎
ノ
堅
實
ヲ
計
リ
、
以
テ
徐
ロ
ニ
成
績
ノ
向
上
ヲ
期
セ

ザ
ル
可
ラ
ズ
」
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
（
58
）
。
電
灯
電
力
事
業
に
依

存
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
て
、
わ
ず
か
に
鉄
道
事
業
が
電

灯
電
力
事
業
に
比
肩
す
る
時
期
関
東
大
震
災
後
の
時
期
以
外
は
、

電
灯
電
力
事
業
が
主
要
な
収
益
基
盤
で
あ
っ
た
。
鉄
道
事
業
に
つ

い
て
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
収
益
が
恢
復
す
る
も
、
新
路
線

開
業
に
伴
う
営
業
支
出
の
増
大
に
よ
り
、
鉄
道
事
業
の
純
益
は
寧

ろ
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
王
子
電
気
軌
道
は
鉄
道
事
業
に

対
し
て
消
極
的
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
電

灯
電
力
事
業
が
安
定
的
に
好
成
績
を
挙
げ
て
い
た
一
方
で
、
鉄
道

事
業
の
み
で
も
一
定
の
収
益
は
確
保
さ
れ
て
い
た
。

で
は
、
利
用
客
の
状
況
に
つ
い
て
み
て
お
く
。
王
子
電
気
軌
道

は
開
業
以
来
、
順
調
に
業
績
を
伸
ば
し
て
お
り
、
関
東
大
震
災
後

の
時
期
に
至
る
ま
で
、
利
用
者
数
は
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。

関
東
大
震
災
に
よ
る
都
市
部
の
壊
滅
に
伴
う
郊
外
へ
の
移
住
者
の

増
加
と
、
そ
れ
に
よ
る
発
展
に
期
待
し
て
い
た
が
、
そ
の
翌
年
に

は
既
に
そ
の
限
界
を
露
呈
し
て
お
り
、
関
東
大
震
災
後
の
躍
進
は

「
震
災
直
後
沿
道
ニ
一
時
的
移
住
者
ガ
激
増
シ
亦
市
電
ノ
運
轉
セ

ザ
ル
箇
所
ア
リ
テ
當
社
ヲ
利
用
シ
タ
ル
結
果
」
で
あ
っ
た
と
し
て
、

そ
の
後
の
乗
車
客
数
の
減
少
は
、「
常
体
ニ
復
シ
タ
」
も
の
に
過

典拠）小川宮次編集『王子電気軌道株式�社三〇年史』（王子電�軌道株式�社，1940年）より作成。

図 2 王子電気軌道主要事業純益
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ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
（
59
）
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
、「
財

界
不
況
ノ
深
刻
化
（
60
）
」
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
、
営
業
成
績
は
振
る

わ
な
か
っ
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
状
況
は
一
変
す

る
。「
時
局
ノ
影
響
ヲ
受
ケ
沿
線
工
業
地
ノ
發
展
著
シ
キ
モ
ノ
ア

リ
（
61
）」
と
し
て
、
戦
時
下
に
お
け
る
工
業
地
帯
の
活
性
化
と
、
そ
れ

に
伴
う
地
域
経
済
の
好
転
に
よ
り
、
大
幅
な
乗
車
客
の
増
加
が
み

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
戦
争
の
影
響
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
消
費
規
制
は
、

路
面
電
車
の
乗
客
数
の
増
加
を
後
押
し
し
た
（
62
）
。
即
ち
、
経
済
不
況

の
影
響
を
受
け
て
低
迷
し
て
い
た
鉄
道
事
業
は
、
戦
時
経
済
体
制

へ
の
移
行
に
伴
い
、
業
績
の
恢
復
を
み
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向

は
、
図
２
に
示
し
た
鉄
道
事
業
の
収
益
の
変
遷
と
も
符
合
し
て
い

る
。な

お
、
沿
線
に
位
置
す
る
飛
鳥
山
に
は
「
櫻
樹
五
十
本
ヲ
植
付

ク
（
枯
木
補
充
ノ
爲
メ
（
63
）
）」
こ
と
を
行
い
、「
あ
ら
川
遊
園
開
園
ニ

付
小
臺
、
船
方
前
間
ニ
臨
時
停
車
場
ヲ
新
設
（
64
）
」
す
る
な
ど
、
行
楽

地
へ
の
乗
客
の
誘
引
も
行
っ
て
い
た
が
、
概
し
て
王
子
電
気
軌
道

の
沿
線
開
発
は
消
極
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

二
―
三
、
新
宿
線
建
設
計
画
の
展
開

こ
こ
で
、
王
子
電
気
軌
道
の
代
表
的
な
路
線
拡
張
計
画
で
あ
っ

た
新
宿
線
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
計
画
は
一
九

一
〇
年
三
月
二
二
日
付
で
提
出
さ
れ
た
「
王
子
電
氣
軌
道
延
長
敷

設
ノ
義
ニ
付
御
願
（
65
）
」
で
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、「
東
京
市
ノ
発
展

ニ
伴
ヒ
、
市
郡
ヲ
聯
絡
ス
ル
交
通
機
関
設
備
ノ
必
要
ナ
ル
ハ
勿
論

ノ
義
ニ
有
之
候
處
、
特
ニ
本
會
社
発
起
人
ヘ
御
特
許
相
成
候
大
塚

線
ノ
終
点
ヨ
リ
巣
鴨
、
高
田
、
戸
塚
、
大
久
保
ノ
諸
村
落
ヲ
経
テ

新
宿
追
分
ニ
到
ル
沿
道
ノ
如
キ
ハ
追
年
著
シ
ク
発
展
シ
、
戸
口
増

殖
ノ
状
、
殆
ン
ト
市
内
ト
同
一
ノ
状
況
ニ
付
、
大
塚
線
ノ
起
工
ト

同
時
ニ
該
線
路
ヲ
新
宿
追
分
マ
テ
延
長
シ
、
東
京
銕
道
ハ
勿
論
山

手
銕
道
ト
相
待
ツ
テ
郡
市
交
通
ノ
利
便
ヲ
謀
」
る
と
さ
れ
て
い
る
。

新
宿
線
は
、
大
塚
線
を
延
伸
す
る
こ
と
で
、
主
要
鉄
道
と
の
接
続

を
企
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
に
対
し
て
、
東
京
府
も
、

「
沿
線
ノ
地
ハ
近
年
著
シ
ク
戸
口
増
殖
倍
々
發
展
シ
ツ
ヽ
ア
ル
状

況
ニ
有
之
、
本
軌
道
敷
設
ノ
暁
ニ
於
テ
ハ
新
宿
方
面
ト
ノ
連
絡
ヲ

告
ゲ
、
公
衆
ノ
便
益
ニ
資
ス
ル
處
不
尠
被
認
候
（
66
）
」
と
の
見
解
を
示

し
、
大
久
保
射
撃
場
と
「
鉄
道
敷
地
ト
ノ
中
間
ニ
介
在
ス
ル
民
有

地
ヲ
献
納
ス
ル
」
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
建
設
計
画
を
承
認
し
て

い
る
（
67
）
。

だ
が
、
草
創
期
の
王
子
電
気
軌
道
は
建
設
資
金
を
充
分
に
調
達

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
新
宿
線
の
建
設
が
具
体
化
さ
れ
る
の
は
、

第
一
次
世
界
大
戦
期
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
三
月
二
五
日
付
の

「
軌
道
敷
設
工
事
竣
工
期
限
延
期
願
（
68
）
」
に
よ
り
、「
戰
事
状
態
ノ
今

史
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日
材
料
中
市
場
ニ
於
テ
購
入
シ
難
キ
モ
ノ
有
之
」
と
し
て
、
工
事

着
手
期
限
の
一
年
間
の
延
長
を
出
願
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
て
い

る
（
69
）。
そ
の
後
も
、「
欧
州
戰
争
ノ
影
響
ヲ
蒙
リ
、
今
日
ニ
於
テ
モ

尚
材
料
中
市
場
ニ
於
テ
購
入
シ
難
キ
モ
ノ
有
之
（
70
）
」
こ
と
、「
東
京

市
郊
外
發
展
ノ
爲
メ
、
該
地
方
モ
住
宅
工
場
等
ノ
建
物
増
加
稠
密

シ
用
地
買
収
意
ノ
如
ク
進
歩
致
サ
ス
（
71
）
」
こ
と
、「
地
上
物
件
ノ
移

轉
ニ
付
テ
モ
建
物
密
集
セ
ル
ヲ
以
テ
居
住
者
立
退
ニ
相
當
日
時
ヲ

要
（
72
）」
す
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
再
三
の
延
長
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
鉄
道
建
設
用
地
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
た
王
子

電
気
軌
道
は
、
一
九
二
三
年
七
月
三
〇
日
付
で
「
特
許
線
路
竣
工

期
ニ
付
追
申
書
（
73
）
」
を
提
出
し
、「
高
田
町
新
宿
間
ハ
、
東
京
都
市

計
画
事
業
一
等
大
路
第
三
類
ト
シ
テ
計
画
セ
ラ
レ
タ
ル
環
状
道
路

ト
大
差
ナ
キ
路
線
ニ
御
座
候
間
、
右
環
状
道
路
上
ニ
併
用
敷
設
ス

ル
コ
ト
諸
種
ノ
事
業
ヨ
リ
利
益
」
で
あ
る
と
し
て
、「
軌
道
ハ
道

路
工
事
竣
成
（
大
正
十
四
年
度
着
手
仝
十
八
年
度
竣
工
予
定
）
ト

同
時
ニ
竣
工
」
す
る
こ
と
で
、
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
。
こ

れ
に
よ
る
具
体
的
な
竣
工
期
限
は
、
六
年
後
の
一
九
二
九
年
三
月

三
一
日
で
あ
っ
た
（
74
）
。

こ
う
し
た
王
子
電
気
軌
道
の
対
応
に
対
し
て
、
鉄
道
省
は
不
信

感
を
示
し
、「
環
状
道
路
上
敷
設
ニ
變
更
セ
ン
ト
ス
ル
理
由
如
何

（
建
設
費
節
約
以
外
開
業
後
經
營
上
ノ
利
害
得
失
ヲ
モ
研
究
ノ
結

果
ヵ
）」
と
し
た
上
で
、「
假
ニ
環
状
道
路
上
敷
設
不
許
可
ノ
場
合

ハ
既
特
許
線
敷
設
ヲ
放
棄
ス
ル
ヤ
否
ヤ
」、「
本
延
長
線
建
設
費
ノ

財
源
關
係
ヲ
説
明
ス
ル
コ
ト
」、「
建
築
材
料
（
軌
条
、
枕
木
、
橋

桁
等
）
購
入
數
量
ヲ
説
明
ス
ル
コ
ト
」
な
ど
の
説
明
を
求
め
、

「
特
許
線
ヲ
巣
鴨
目
白
間
ニ
短
縮
ス
ル
」
と
し
た
代
案
を
提
示
し

て
い
る
（
75
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
二
四
年
五
月
一
七
日
付
で
提
出

さ
れ
た
「
新
宿
線
特
許
放
棄
ニ
関
ス
ル
答
申
書
（
76
）
」
で
、
王
子
電
気

軌
道
は
次
の
よ
う
な
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。
環
状
道
路
を
利
用

し
た
計
画
の
準
備
は
万
全
で
あ
り
、
東
京
市
電
気
局
の
計
画
路
線

と
競
合
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
宿
線
の
放
棄
に
同
意
し
つ
つ

も
、「
本
線
路
ハ
元
来
京
王
電
車
新
宿
起
点
ト
連
絡
ス
ル
ヲ
目
的

ト
シ
、
連
絡
ノ
上
ハ
是
非
両
社
ヲ
合
併
シ
テ
交
通
機
関
ノ
完
成
ヲ

計
リ
度
キ
旨
、
両
社
重
役
間
内
談
モ
有
之
」
も
の
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
、「
若
シ
御
内
示
ニ
基
キ
該
區
間
ヲ
打
切
ル
ト
キ

ハ
、
両
社
ノ
久
敷
ク
期
待
シ
タ
ル
希
望
ハ
永
久
ニ
達
セ
ラ
レ
ザ
ル

コ
ト
ト
相
成
、
且
ツ
目
下
工
事
中
ノ
線
路
ハ
短
距
離
ナ
レ
共
、
家

屋
密
接
致
居
候
爲
メ
、
土
地
収
用
ニ
多
大
ノ
費
用
ヲ
投
ジ
候
得
共

其
終
点
ガ
市
電
又
ハ
省
線
電
車
停
車
場
ト
モ
距
離
ア
リ
テ
不
便
不

尠
」
と
し
て
、「
特
許
線
路
中
學
習
院
下
ヨ
リ
北
折
シ
テ
中
野
方

面
ニ
延
長
シ
高
圓
寺
ヨ
リ
堀
ノ
内
ヲ
経
テ
下
高
井
戸
ニ
至
リ
京
王

電
車
線
ト
連
絡
」
す
る
路
線
の
建
設
を
希
望
し
て
い
る
。
依
然
と

戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

四
七
（
二
七
一
）



し
て
、
新
宿
を
介
し
た
京
王
電
気
軌
道
と
の
接
続
を
重
視
し
て
お

り
、
草
創
期
か
ら
の
主
要
鉄
道
と
の
接
続
を
目
指
す
方
針
は
継
続

し
て
い
た
。

こ
の
時
期
の
王
子
電
気
軌
道
と
京
王
電
気
軌
道
の
役
員
の
内
、

榛
葉
良
男
（
王
子
電
気
軌
道
専
務
取
締
役
・
京
王
電
気
鉄
道
取
締

役
）、
井
上
篤
太
郎
（
王
子
電
気
軌
道
取
締
役
・
京
王
電
気
軌
道

専
務
取
締
役
）、
金
光
庸
夫
（
両
社
取
締
役
）、
森
村
開
作
（
両
社

相
談
役
）
の
四
名
が
、
役
員
を
兼
任
し
て
い
た
（
77
）
。
ま
た
、
両
社
の

筆
頭
株
主
は
大
正
生
命
を
率
い
る
金
光
庸
夫
で
、
そ
れ
に
森
村
開

作
が
続
い
て
い
た
。
即
ち
、
両
社
の
経
営
及
び
資
本
は
共
通
し
て

い
た
こ
と
が
、
両
路
線
の
接
続
が
強
く
主
張
さ
れ
た
一
因
と
考
え

ら
れ
る
。

し
か
し
、
一
九
二
四
年
九
月
一
二
日
、
巣
鴨
―
高
田
町
間
の
一

九
二
五
年
三
月
二
六
日
ま
で
の
竣
工
期
限
の
延
長
と
、
高
田
町
以

西
の
路
線
に
関
す
る
特
許
の
取
り
消
し
が
決
定
さ
れ
る
（
78
）
。
こ
れ
を

受
け
て
、
王
子
電
気
軌
道
は
、「
新
宿
線
特
許
放
棄
ニ
関
ス
ル
答

申
書
」
の
中
で
代
案
と
し
て
構
想
し
て
い
た
「
特
許
線
路
中
學
習

院
下
ヨ
リ
北
折
」
す
る
路
線
の
建
設
に
変
更
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
王
子
電
気
軌
道
は
京
王
電
気
軌
道
と
の
接
続
を
模
索
し
な

が
ら
も
、
現
実
的
方
針
と
し
て
、
東
京
市
電
へ
の
接
続
を
企
図
す

る
。
一
九
二
五
年
三
月
一
二
日
付
で
「
電
氣
軌
道
敷
設
願
（
79
）
」
を
提

出
し
、「
本
線
終
点
ハ
電
車
終
点
ト
シ
テ
不
適
當
ニ
シ
テ
、
乗
客

ノ
不
便
不
尠
」
と
し
て
、
学
習
院
下
よ
り
延
長
し
て
、「
戸
塚
町

大
字
源
兵
衛
字
バ
ッ
ケ
下
四
十
八
番
地
ニ
至
」
る
路
線
の
出
願
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
出
願
は
、
一
九
二
五
年
七
月
二
七
日
付
で
特

許
が
交
付
さ
れ
て
い
る
（
80
）
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
降
、
王
子
電
気
軌
道

の
幹
線
は
早
稲
田
へ
と
延
伸
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
繰

り
返
し
行
わ
れ
た
京
王
電
気
軌
道
と
の
接
続
が
実
現
し
得
な
か
っ

た
結
果
、
王
子
電
気
軌
道
の
路
線
は
、
東
京
市
の
内
側
へ
と
向
け

ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
間
も
、
王
子
電
気
軌
道
は
京
王
電
気
軌
道
と
の
接

続
を
繰
り
返
し
出
願
し
て
い
る
が
、
徐
々
に
積
極
性
を
欠
い
て
い

く
。
そ
し
て
、
一
連
の
計
画
は
、「
目
下
ノ
交
通
状
態
ニ
於
テ
敷

設
ノ
要
ヲ
認
メ
ス
」
と
し
て
、
一
九
三
四
年
五
月
五
日
付
で
不
許

可
と
な
っ
て
い
る
（
81
）
。
こ
う
し
て
、
王
子
電
気
軌
道
と
京
王
電
気
軌

道
の
接
続
と
、
そ
れ
に
伴
う
両
社
の
合
併
は
実
現
し
え
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。

二
―
四
、
経
営
陣
と
株
主

王
子
電
気
軌
道
の
経
営
陣
と
株
主
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
表

３
と
し
て
、
王
子
電
気
軌
道
の
経
営
陣
を
示
し
、
表
４
と
し
て
、

一
九
二
〇
年
代
以
降
の
各
時
期
に
お
け
る
同
社
の
主
要
株
主
を
示

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

四
八
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二
）



す
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
創
業
初
期
の
経
営
は
才
賀
藤
吉
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
明
治
天
皇
の
御
大
葬
に
伴
い
銀

行
が
三
日
間
休
業
し
地
方
か
ら
の
入
金
が
滞
っ
た
た
め
、
才
賀
商

会
は
不
渡
り
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
才
賀
事
件
に
よ
り
、
才

賀
藤
吉
は
実
業
界
に
お
け
る
立
場
を
失
い
、
一
九
一
二
年
一
一
月

に
王
子
電
気
軌
道
の
一
部
株
主
に
よ
る
才
賀
系
重
役
の
排
斥
運
動

が
発
生
し
、
翌
一
九
一
三
年
四
月
一
六
日
の
株
主
総
会
の
結
果
、

会
社
を
去
る
こ
と
に
な
る
。

才
賀
藤
吉
に
替
わ
っ
て
王
子
電
気
軌
道
の
社
長
に
就
任
し
た
の

は
、
創
業
以
前
か
ら
顧
問
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
長
松
篤
�
で
あ

っ
た
。
だ
が
、
才
賀
事
件
の
影
響
は
未
だ
収
束
せ
ず
、
一
九
一
六

年
に
な
る
と
、
日
本
工
業
銀
行
が
抵
当
と
し
て
保
持
し
て
い
た
才

賀
藤
吉
保
有
の
株
式
一
万
二
〇
〇
〇
株
を
競
売
に
掛
け
ら
れ
、
北

濱
銀
行
の
手
に
渡
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
北
濱
銀
行
を
代

表
す
る
形
で
、
三
谷
軌
秀
が
社
長
に
就
任
し
て
い
る
。
し
か
し
、

同
年
に
起
き
た
北
濱
銀
行
の
破
綻
に
際
し
、
競
売
の
結
果
、
こ
の

株
式
は
鈴
木
商
店
と
森
村
銀
行
に
移
る
。
そ
の
た
め
、
三
谷
軌
秀

は
退
任
し
、
替
わ
っ
て
植
村
俊
平
が
社
長
に
就
任
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
株
主
の
動
向
を
み
る
と
、
総
株
数
二
万
株
の
内
、

一
九
一
六
年
上
半
期
ま
で
は
、
納
富
陣
平
が
「
北
濱
銀
行
取
締
役

兼
支
配
人
」
の
肩
書
で
一
万
一
四
〇
〇
株
を
保
有
し
て
い
た
が
（
82
）
、

同
年
下
半
期
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
大
株
主
は
存
在
せ
ず
、

一
一
〇
〇
株
を
保
有
し
た
岡
烈
が
最
大
の
株
主
で
あ
っ
た
（
83
）
。
一
九

一
七
年
に
入
る
と
、
岡
烈
が
保
有
株
式
数
を
減
少
さ
せ
た
一
方
で
、

金
光
庸
夫
が
一
〇
〇
〇
株
を
買
い
足
し
、
一
五
〇
〇
株
を
保
有
し
（
84
）
、

彼
は
同
年
六
月
に
取
締
役
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
増
資

に
伴
う
新
株
発
行
な
ど
に
積
極
的
に
応
募
す
る
こ
と
で
徐
々
に
保

有
株
式
を
増
や
し
、
一
九
一
八
年
下
半
期
に
は
総
株
数
六
万
株
に

対
し
て
、
一
万
八
〇
五
四
株
を
保
有
し
、
八
二
六
〇
株
を
保
有
し

た
森
村
開
作
を
抑
え
て
筆
頭
株
主
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

彼
が
経
営
し
て
い
た
大
正
生
命
保
険
及
び
日
本
教
育
生
命
保
険
の

両
社
が
、
王
子
電
気
軌
道
の
資
本
基
盤
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
た
。

既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
王
子
電
気
軌
道
は
鉄
道
会
社
と
い
う

よ
り
は
、
電
力
会
社
と
し
て
の
性
格
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
一
般
に
も
、「
王
子
電
気
軌
道
は
電
車
會
社
と
い
ふ
よ
り

も
付
帯
事
業
の
電
燈
電
力
供
給
の
方
が
規
模
に
お
い
て
も
、
ま
た

収
益
の
點
か
ら
い
つ
て
も
大
き
い
（
85
）
」
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、「
電
鐡
會
社
と
云
ふ
よ
り
も
寧
ろ
電
力
會
社
た
る

観
を
呈
し
て
ゐ
る
（
86
）
」
な
ど
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
設
立
当

初
の
王
子
電
気
軌
道
は
自
社
発
電
に
よ
り
必
要
な
電
力
を
賄
っ
て

い
た
が
、
一
九
一
三
年
よ
り
鬼
怒
川
水
力
電
気
か
ら
、
一
九
一
四

戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

四
九
（
二
七
三
）



表 3 王子電気軌道役員

備考

才賀電機商会

東京電燈、顧問

信濃鉄道、江戸川電気、創立委員

発起人、質店主、創立委員

名古屋紡績、堀川銀行、第十一銀行

才賀電機商会（技師）

才賀電機商会

発起人、創立委員

信濃鉄道、才賀電機商会

貴族院議員、東洋機械、三新鉱業、冨士身延鉄道

発起人

貴族院議員、顧問

東京火災保険、貴族院議員、学習院教授、顧問

富士身延鉄道、日本電燈、桂川電気、日本商業会議所、賛成員

内国通運、豊国銀行、台湾拓殖、大阪巡航、創立委員

第七銀行

鉄道院（総裁）、九州鉄道、猪苗代水力電気

江戸川電気

衆議院議員、今里土地、参宮電気鉄道

日本銀行、九州鉄道（支配人）、鉄道院（理事）、大阪市長

大正生命保険、台湾塩、京王電気鉄道

鈴木商店、東洋製糖

三井銀行、富士瓦斯紡績、九州水力電気

九州水力電気、富士瓦斯紡績、明治製糖、森村組

衆議院議員、鈴木商店、大正生命、日本教育生命

東京市会議員

富士瓦斯紡績、京王電気鉄道、玉川電気鉄道

大蔵省、大正生命、日本教育生命

下野電気鉄道、日本殖産興業、日光登山鉄道、東武鉄道

日本鉄道（技師）、鉄道省、名古屋市電気局

辞任時期

1913年 4月

1911年 8月

1916年 4月

1934年 12月

1912年 12月

1912年 12月

1912年 12月

1913年 6月

1913年 3月

1919年 4月

1913年 3月

1919年 4月

1916年 4月

1916年 4月

1934年 11月

1913年 10月

1916年 9月

1916年 9月

1917年 4月

1916年 9月

1916年 4月

1916年 10月

1919年 4月

1935年 12月

1925年 12月

1917年 5月

1927年 5月

1924年 3月

1917年 12月

1935年 12月

1921年 5月
1931年 6月

1934年 12月

1934年 12月

（清算人）

1923年 5月

1937年 2月

就任時期

1910年 4月

1910年 4月

1910年 4月

1910年 4月

1910年 4月

1910年 4月

1910年 4月

1910年 4月

1910年 4月

1910年 4月

1912年 12月

1912年 12月

1912年 12月

1912年 12月

1912年 12月

1913年 4月

1913年 4月

1913年 4月

1913年 4月

1914年

1915年 6月

1916年 4月

1916年 4月

1916年 10月

1916年 10月

1916年 10月

1916年 10月

1916年 10月

1916年 10月

1917年 6月

1917年 4月
1923年 6月

1917年 12月

1919年 4月

1919年 4月

1921年 6月

1926年 1月

役職

社長

常務取締役

常務取締役／取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役／監査役

監査役

監査役

常務取締役

取締役

取締役

取締役

監査役／取締役

社長

相談役

相談役

監査役

相談役

取締役

社長

取締役／常務取締役

社長／相談役

常務取締役

取締役

取締役

相談役

相談役

取締役／社長

監査役

相談役／取締役

取締役

監査役

監査役

常務取締役

氏名

才賀藤吉

皆川四郎

長谷川吉次

廣橋嘉七郎

武山勘七

三澤信一

三井助作

森田鉞三郎

野田儀一郎

山田八三郎

神保速次郎

小野耕一

初見三郎

櫻井純一

佐々田懋

長松篤�

小野金六

今井喜八

菊池重義

仙石貢

町田健

三谷軌秀

福田祐二

植村俊平

榛村良男

岡烈

宮本政次郎

和田豊治

森村開作

金光庸夫

山口憲

井上篤太郎

田村周蔵

宇都宮政市

上川良吉

小平保蔵

史

学
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年
よ
り
猪
苗
代
水
力
電
気
か
ら
受
電
し
、
同
社
が
東
京
電
灯
に
合

併
さ
れ
る
と
、
東
京
電
灯
か
ら
の
送
電
を
受
け
、
以
降
、
両
社
の

関
係
は
維
持
さ
れ
続
け
た
（
87
）
。

と
こ
ろ
が
、「
関
東
大
震
災
後
を
契
機
と
し
て
、
す
み
や
か
に

帝
都
の
復
興
を
図
り
電
力
供
給
を
充
実
す
る
（
88
）
」
こ
と
を
名
目
上
の

目
的
と
し
た
東
邦
電
力
が
東
京
に
進
出
し
、
東
京
電
灯
と
の
間
で

供
給
地
域
を
巡
る
「
電
力
戦
」
が
発
生
す
る
。
東
邦
電
力
は
、
一

九
二
五
年
三
月
、
傘
下
に
収
め
た
群
馬
電
力
と
早
川
電
力
を
合
併

し
、
東
京
電
力
を
設
立
し
た
上
で
、
松
永
安
左
ェ
門
の
主
導
の
も

と
、
関
東
一
円
に
向
か
っ
て
供
給
地
域
の
拡
大
を
試
み
る
。
こ
う

し
た
中
で
、
東
邦
電
力
と
東
京
電
灯
の
対
立
が
鮮
明
に
な
る
に
つ

れ
、
そ
の
影
響
は
王
子
電
気
軌
道
に
も
波
及
す
る
。
一
九
二
六
年

一
一
月
に
は
、
東
京
電
力
の
名
義
で
松
永
安
左
ェ
門
が
四
万
四
〇

〇
〇
株
を
取
得
し
、
金
光
庸
夫
系
に
次
ぐ
株
主
と
な
る
。
そ
の
結

果
、
一
九
二
七
年
に
は
東
京
電
力
よ
り
進
藤
甲
兵
が
王
子
電
気
軌

道
の
監
査
役
に
就
任
し
、
同
時
に
、
筆
頭
株
主
た
る
金
光
庸
夫
が

植
村
俊
平
に
替
わ
り
社
長
に
就
任
す
る
。
こ
の
後
、
一
九
二
八
年

に
東
京
電
力
が
東
京
電
灯
に
合
併
さ
れ
る
形
で
「
電
力
戦
」
が
収

束
す
る
も
、
王
子
電
気
軌
道
の
重
層
的
な
資
本
基
盤
を
巡
る
問
題

は
解
決
を
み
ず
、
東
京
電
灯
系
の
東
電
証
券
と
、
東
邦
電
力
系
の

永
楽
興
産
の
両
系
統
に
よ
る
資
本
が
鼎
立
し
て
い
た
（
89
）
。

東邦電力、東京電力

東邦電力、東京電力、九州鉄道、中央電力

大同化学、日本発送電、北海道石炭

川崎財閥、京成電気軌道、王子電気軌道、東洋製鉄

高岳製作所、関東製紙、群馬水力発電、

貴族院議員、商工会議所、日本殖産興業、東京電燈

東京電燈、東電証券、小田急電気鉄道

日本教育生命、大正生命、東亜煙草、日本人造羊毛

東京電燈

高岳製作所

西武合同瓦斯、博多商工会議所、ウキタ電熱器製造

王子電気鉄道（電燈課長）

高岳製作所

東電証券、高岳製作所

東京電燈

典拠） 小川宮次編集『王子電氣軌道株式會社三十年史』（王子電氣軌道株式會社、1940年）』；王子電気軌道各期
「報告書」；「特許状写」（『大正五年 土木 鉄道軌道 冊ノ九』、東京府文書、302�E1�09）；三木田十五『財界學
閥展望』（不動書房、1933年）；商業興信所編集兼発行『日本全国諸会社役員録』（各年）；人事興信所編集兼発
行『人事興信録』（各年）などにより作成。

註） 役職が複数記載されているものは、原則、就任順に記載した。

1928年 5月

1936年 11月

1934年 12月

1938年 5月

（代表清算人）

（清算人）

1926年 2月

（清算人）

1940年 2月

（清算人）

―

―

（清算人）

（清算人）

（清算人）

1927年 6月

1927年 12月

1928年 6月

1929年 3月

1934年 12月

1934年 12月

1934年 12月

1935年 12月

1936年 12月

1937年 3月

1937年 12月

1938年 6月

1939年 12月

1940年 6月

1940年 12月

監査役

取締役

監査役

取締役

社長

取締役

取締役

取締役

監査役

常務取締役

監査役

取締役

取締役／技師長

監査役

取締役

進藤甲兵

松永安左ェ門

宮川竹馬

後藤國彦

本間利雄

河西豊太郎

新井章治

金光義邦

萩原拳吉

村井二郎吉

今泉健三

梅澤忠治

奥谷武雄

中澤謙之助

鷹居文徳

戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

五
一
（
二
七
五
）



表 4 王子電気軌道主要株主

《1924年下半期》

株数

27,580
10,100
7,000
6,710
4,850
3,660
3,240
2,640
2,150
2,000

130,000

《1932年下半期》

株数

67,300
45,200
38,580
10,800
6,480
3,550
2,790
2,500
2,470
2,400

280,000

《1940年下半期》

株数

224,007
30,000
17,000
10,140
10,000
7,682
6,339
6,150
5,091
5,000

480,000

典拠） 王子電気軌道各期「報告書」より作成。

株主

金光庸夫：大正生命保険
金光庸夫：日本教育生命保険
森村開作：森村同族
石田友吉
矢野恒太：第一生命保険
植村俊平
宇都宮政市
吉野周太郎：吉野合名
内川福七：新潟丸福
榛葉良男

総株数

株主

松永安左エ門：東邦証券保有
小林一三：東電証券
金光庸夫：大正生命保険
金光庸夫：日本教育生命保険
宇都宮政市：宇都宮合名
佐々田懋：佐々田合名
飯田東吉
八木逸郎：日本医師共済生命
松尾慎二：日之出商会
石崎丈太郎

総株数

株主

新井章治：東電証券
金光義邦：大正生命保険
朝吹常吉：帝国生命保険
安田善五郎：安田貯蓄銀行
金光義邦：日本教育生命保険
粕谷貴三：内国貯金銀行
宇都宮孝
佐々田実
今井利喜三郎：千代田生命保険
潮恵之輔：佐々田奉公会

総株数

《1922年上半期》

株数

13,200
6,800
5,050
2,860
1,520
1,450
1,390
1,070
1,060
1,000

60,000

《1930年上半期》

株数

73,100
45,200
38,580
10,800
6,480
3,600
2,800
2,570
2,500
2,400

280,000

《1937年上半期》

株数

224,317
36,708
17,000
13,260
7,885
5,600
5,091
4,606
4,480
4,408

480,000

株主

金光庸夫：大正生命保険
森村開作：森村同族
金光庸夫：日本教育生命保険
石田友吉
宇都宮政市
佐々田懋：佐々田合名
植村俊平
和田富次郎
廣橋嘉七郎
森村開作：森村豊明会

総株数

株主

神谷啓三：永楽殖産
若尾璋八：東電証券
金光庸夫：大正生命保険
金光庸夫：日本教育生命保険
宇都宮政市：宇都宮合名
佐々田懋：佐々田合名
渋沢敬三：渋沢同族
松尾慎二：日之出商会
中川久任：国光生命保険
石崎丈太郎

総株数

株主

小林一三：東電証券
金光庸夫：大正生命保険
朝吹常吉：帝国生命保険
金光庸夫：日本教育生命保険
佐々田懋
佐々田懋：佐々田合名
今井利喜三郎：千代田生命保険
宇都宮孝
宇都宮政市：宇都宮合名
安田一：安田生命保険

総株数

《1921年下半期》

株数

13,000
6,800
5,050
2,860
1,521
1,390
1,200
1,160
1,030
1,000

60,000

《1926年上半期》

株数

52,810
18,800
14,420
14,000
13,450
6,480
5,150
4,000
3,290
3,000

280,000

《1934年下半期》

株数

108,020
38,593
10,800
10,000
6,480
5,510
3,700
3,620
2,470
2,400

280,000

株主

金光庸夫：大正生命保険
森村開作：森村同族
金光庸夫：日本教育生命保険
石田友吉
宇都宮政市
植村俊平
渋沢敬三：渋沢同族
廣橋嘉七郎
和田富次郎
森村開作：森村豊明会

総株数

株主

金光庸夫：大正生命保険
金光庸夫：日本教育生命保険
石田友吉
森村開作：森村同族
矢野恒太：第一生命保険
宇都宮政市：宇都宮合名
植村俊平
榛葉良男
吉野周太郎：吉野合名
佐々田懋：佐々田合名

総株数

株主

小林一三：東電証券
金光庸夫：大正生命保険
金光庸夫：日本教育生命保険
朝吹常吉：帝国生命保険
宇都宮政市：宇都宮合名
八木逸郎：昭和生命保険
佐々田懋：佐々田合名
佐々田懋
石崎丈太郎
松尾慎二：日之出商会

総株数

史
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そ
の
結
果
、
金
光
庸
夫
は
大
正
生
命
保
険
と
日
本
教
育
生
命
保

険
の
保
有
株
式
数
を
合
せ
る
こ
と
で
、
大
株
主
と
し
て
、
重
層
的

な
資
本
基
盤
を
背
景
に
経
営
を
担
っ
た
。
一
九
三
〇
年
上
半
期
の

保
有
株
数
を
比
較
し
て
み
る
と
、
総
株
数
二
八
万
株
の
内
、
永
楽

殖
産
（
取
締
役
社
長
神
谷
啓
三
名
義
）
の
保
有
株
数
が
七
万
三
一

〇
〇
株
、
東
電
証
券
（
取
締
役
社
長
若
尾
璋
八
名
義
）
の
そ
れ
が

四
万
五
二
〇
〇
株
、
金
光
庸
夫
系
の
そ
れ
が
四
万
九
三
八
〇
株
で

あ
っ
た
（
90
）
。
そ
の
た
め
、
金
光
庸
夫
は
、「
東
電
東
邦
の
傀
儡
と
な

る
を
避
け
東
電
と
の
間
に
協
調
を
保
つ
（
91
）
」
こ
と
で
社
長
で
あ
り
続

け
て
い
た
が
、
そ
の
発
言
力
は
抑
制
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
永
楽
興
産
の
保
有
株
式
は
東
邦
証
券
へ
と
移
り
、
一
九

三
四
年
に
は
東
京
電
灯
が
そ
の
株
式
を
引
き
受
け
た
こ
と
で
、
東

京
電
灯
系
の
資
本
に
よ
る
王
子
電
気
軌
道
の
支
配
が
決
定
的
な
も

の
と
な
っ
た
（
92
）
。
そ
の
結
果
、
金
光
庸
夫
は
社
長
を
退
き
、
替
わ
っ

て
池
田
成
彬
の
義
弟
で
あ
る
本
間
利
雄
が
社
長
に
就
任
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
王
子
電
気
軌
道
は
、
電
力

会
社
と
し
て
の
性
格
が
顕
著
で
あ
っ
た
た
め
に
「
電
力
戦
」
の
渦

中
に
巻
き
込
ま
れ
、
結
果
と
て
、
経
営
陣
の
度
重
な
る
交
代
を
招

い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
経
営
陣
の
交
代
か
ら
、
前
項
で
詳
述
し
た
新
宿
線
延

長
計
画
と
京
王
電
気
軌
道
と
の
合
併
構
想
に
つ
い
て
検
討
し
て
お

こ
う
。
王
子
電
気
軌
道
が
消
極
的
に
な
り
始
め
た
時
期
は
、「
電

力
戦
」
の
時
代
へ
と
突
入
し
て
い
く
時
期
と
重
な
る
。
即
ち
、
京

王
電
気
軌
道
に
対
し
て
も
株
式
の
取
得
を
媒
介
と
し
て
影
響
力
を

行
使
し
て
い
た
金
光
庸
夫
自
身
の
王
子
電
気
軌
道
に
お
け
る
株
式

保
有
率
の
低
下
と
発
言
力
の
相
対
的
な
減
少
が
、
こ
の
計
画
の
進

展
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
電

力
会
社
系
の
資
本
に
支
配
さ
れ
と
、
路
線
の
拡
張
計
画
は
沈
滞
し
、

一
九
三
四
年
に
鉄
道
省
内
で
決
裁
が
行
わ
れ
る
ま
で
、
具
体
的
な

行
動
は
起
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
電
力
戦
」

の
展
開
が
、
地
域
の
鉄
道
路
線
の
策
定
に
対
す
る
決
定
要
因
の
一

つ
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

こ
こ
ま
で
、
本
節
で
は
王
子
電
気
軌
道
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

本
節
で
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
要
約
す
る
と
、
以

下
の
通
り
で
あ
る
。
王
子
電
気
軌
道
は
建
設
資
金
の
調
達
に
苦
慮

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
草
創
期
の
経
営
は
才
賀
藤
吉
が
担
っ
た
。

才
賀
藤
吉
の
失
脚
に
よ
り
、
彼
が
保
有
し
て
い
た
株
式
の
移
転
が

繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
で
経
営
陣
の
交
代
が
続
き
、「
電
力
戦
」
の

中
で
は
中
立
的
な
立
場
に
い
た
金
光
庸
夫
が
経
営
を
主
導
し
た
。

開
業
後
に
は
、
電
力
事
業
を
収
益
基
盤
と
し
な
が
ら
も
、
路
線
の

拡
張
に
努
め
、
京
王
電
気
軌
道
と
の
接
続
を
目
指
し
た
新
宿
へ
の

延
長
は
、
経
済
状
況
や
経
営
環
境
な
ど
に
影
響
さ
れ
、
実
現
す
る

戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

五
三
（
二
七
七
）



こ
と
は
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
点
か
ら
、
本
稿
の
課

題
で
あ
る
電
気
鉄
道
の
展
開
と
企
業
経
営
者
の
活
動
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。
城
東
電
気
軌
道
も
王
子
電
気
軌
道
も
、
そ
の
設
立
過

程
は
共
通
し
て
い
る
。
両
社
と
も
、
沿
線
地
域
の
有
力
者
が
合
同

し
て
計
画
を
出
願
す
る
と
と
も
に
、
建
設
段
階
で
資
金
難
に
直
面

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
城
東
電
気
軌
道
は
渋
沢
栄
一
系
の

企
業
家
が
経
営
を
引
き
継
い
だ
一
方
で
、
王
子
電
気
軌
道
は
才
賀

事
件
と
契
機
と
し
て
、
株
式
の
売
買
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

城
東
電
気
軌
道
の
事
例
は
、
三
科
仁
伸
「
玉
川
電
気
鉄
道
の
設

立
と
展
開
」
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
玉
川
電
気
鉄
道
と

同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
沿
線
地
域
住
民
ら
に
よ
る
計
画

が
、
建
設
資
金
の
調
達
が
充
分
に
行
え
な
か
っ
た
た
め
に
、
他
の

有
力
企
業
家
の
手
に
移
る
と
と
も
に
、
特
定
の
企
業
家
集
団
の
後

援
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
企
業
家
集
団
と
は
、
玉
川

電
気
鉄
道
の
場
合
は
慶
應
義
塾
出
身
の
企
業
家
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
城
東
電
気
軌
道
の
場
合
は
渋
沢
栄
一
と
そ
の
血
縁
関
係

に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
と
異
な
る
も
の
が
王
子
電
気
軌
道
で
あ
っ
た
。
王

子
電
気
軌
道
の
場
合
、
特
定
の
企
業
家
集
団
の
後
援
を
得
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
経
営
陣
の
度
重
な
る
交
代
を
招
き
、

路
線
網
の
拡
張
を
抑
制
さ
せ
た
と
い
え
る
。

本
稿
が
分
析
の
対
象
と
し
た
企
業
経
営
者
は
、
資
本
家
で
は
な

く
専
門
経
営
者
で
あ
る
。
本
稿
の
場
合
、
彼
ら
の
至
上
命
題
の
一

つ
は
建
設
資
金
の
確
保
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
充
分
に
応
え
る
こ
と

が
出
来
な
い
場
合
は
、
王
子
電
気
軌
道
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、

資
本
基
盤
の
変
遷
に
伴
い
交
代
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
資
金
調
達

の
方
法
と
し
て
彼
ら
が
採
っ
た
方
法
は
、
自
ら
の
属
す
る
企
業
家

集
団
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
科
仁
伸
「
玉
川
電
気
鉄
道

の
設
立
と
展
開
」
と
本
稿
で
の
分
析
に
よ
り
、
民
間
資
力
に
基
づ

く
鉄
道
建
設
事
業
の
展
開
過
程
と
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
構
造
を

一
類
型
と
し
て
規
定
し
た
い
。

註（
１
）
代
表
的
な
成
果
と
し
て
、
馬
車
鉄
道
の
時
代
を
詳
述
し
た
東
京

都
編
集
兼
発
行
『
馬
車
鉄
道
』（
一
九
八
九
年
）、
市
営
化
の
前
提

と
し
て
民
営
電
気
鉄
道
の
価
格
問
題
を
分
析
し
た
桂
川
光
正
「
一

九
〇
六
年
東
京
の
電
車
賃
上
げ
反
対
運
動
」（『
史
林
』
第
六
八
輯

第
一
号
、
一
九
八
五
年
、
六
五
―
一
〇
二
頁
）、
市
営
化
に
至
る
行

政
の
対
応
を
検
討
し
た
櫻
井
良
樹
「
東
京
市
街
電
車
の
市
有
化
を

め
ぐ
る
政
治
過
程
―
桂
園
時
代
の
一
側
面
―
」（『
史
學
雑
誌
』
第

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

五
四
（
二
七
八
）



九
五
編
第
七
号
、
一
九
八
六
年
、
六
三
―
八
六
頁
）、
東
京
市
電
気

局
の
経
営
を
分
析
し
た
小
野
浩
「
大
正
期
に
お
け
る
東
京
市
電
の

経
営
―
市
有
化
か
ら
関
東
大
震
災
ま
で
―
」（
老
川
慶
喜
編
『
両
大

戦
間
期
の
都
市
交
通
と
運
輸
』、
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
〇
年
、

二
九
―
六
三
頁
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
２
）
三
科
仁
伸
「
玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開
」、『
史
学
』
第
八

四
巻
第
一
―
四
号
、
二
〇
一
五
年
、
八
五
―
一
〇
八
頁
。

（
３
）
三
科
仁
伸
「
豊
国
銀
行
の
設
立
と
展
開
―
慶
應
義
塾
出
身
企
業

家
の
活
動
を
中
心
に
―
」、『
近
代
日
本
研
究
』
第
三
二
巻
、
二
〇

一
六
年
、
一
三
七
―
一
七
一
頁
�
三
科
仁
伸
「
三
十
五
銀
行
に
お

け
る
行
内
改
革
の
展
開
と
頭
取
の
役
割
―
伊
東
要
蔵
の
活
動
を
事

例
と
し
て
―
」、『
企
業
家
研
究
』
第
一
四
号
、
二
〇
一
七
年
、
二

五
―
四
八
頁
�
三
科
仁
伸
「
戦
前
期
に
お
け
る
地
方
資
産
家
の
企

業
経
営
と
有
価
証
券
投
資
―
静
岡
県
引
佐
郡

伊
東
要
蔵
を
事
例

と
し
て
―
」、『
社
会
経
済
史
学
』、
第
八
三
巻
第
四
号
。

（
４
）
谷
為
次
郎
編
集
兼
発
行
『
王
子
電
氣
軌
道
株
式
會
社
二
十
五
年

史
』、
一
九
三
五
年
�
小
川
宮
次
編
集
『
王
子
電
氣
軌
道
株
式
會
社

三
十
年
史
』、
王
子
電
氣
軌
道
株
式
會
社
、
一
九
四
〇
年
。
な
お
、

本
節
の
記
述
の
う
ち
、
特
に
註
記
の
な
い
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
文

献
に
よ
る
。

（
５
）
「
城
東
電
氣
軌
道
敷
設
特
許
願
」、『
東
京
市
公
文
自
明
治
四
十

四
年
至
大
正
七
年
鐡
道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、
東
京
府
文
書
、
東
京

都
公
文
書
館
所
蔵
（
以
下
、
東
京
府
文
書
の
所
蔵
先
は
同
様
）、
三

二
七
―
Ｄ
四
―
〇
九
。

（
６
）
「
起
業
目
論
見
書
」・「
命
令
書
」・「
命
令
書
案
」、『
東
京
市
公

文
自
明
治
四
十
四
年
至
大
正
七
年
鐡
道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、
東

京
府
文
書
。

（
７
）
「
戌
土
甲
一
四
二
九
號
」、『
東
京
市
公
文
自
明
治
四
十
四
年
至

大
正
七
年
鐡
道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、
東
京
府
文
書
。

（
８
）
「
南
葛
飾
郡
長
ヘ
照
会
案
」、『
東
京
市
公
文
自
明
治
四
十
四
年

至
大
正
七
年
鐡
道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、
東
京
府
文
書
。

（
９
）
「
明
治
四
十
三
年
六
月
九
日
（
第
四
回
）
町
会
」、『
東
京
市
公

文
自
明
治
四
十
四
年
至
大
正
七
年
鐡
道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、
東

京
府
文
書
。

（
１０
）
「
城
東
電
気
鉄
道
敷
設
ニ
│
│
ニ
對
ス
ル
回
答
」、『
東
京
市
公

文
自
明
治
四
十
四
年
至
大
正
七
年
鐡
道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、
東

京
府
文
書
。

（
１１
）
「
城
東
電
気
軌
道
敷
設
特
許
之
儀
ニ
付
キ
副
申
案
」、『
東
京
市

公
文
自
明
治
四
十
四
年
至
大
正
七
年

鐡
道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、

東
京
府
文
書
。

（
１２
）
「
特
許
状
并
命
令
書
交
付
之
件
」、『
東
京
市
公
文
自
明
治
四
十

四
年
至
大
正
七
年
鐡
道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、
東
京
府
文
書
。

（
１３
）
「
發
起
人
加
名
願
」・「
城
東
電
氣
軌
道
株
式
會
社
發
起
人
除
名

願
」・「
發
起
人
加
名
並
除
名
願
」、『
東
京
市
公
文
自
明
治
四
十
四

年
至
大
正
七
年
鐡
道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、
東
京
府
文
書
。

（
１４
）
「
特
許
状
」、『
鐡
道
省
文
書
第
一
門
監
督
軌
道
イ
特
許
東

京
地
下
銕
道
（
元
城
東
電
気
軌
道
）
自
明
治
四
四
年
至
大
正
四

年
一
』、
鉄
道
省
文
書
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
（
以
下
、
鉄
道
省

文
書
の
所
蔵
先
は
同
様
）、
本
館
―
三
Ｂ
―
〇
一
三
―
〇
〇
・
平
一

二
運
輸
〇
〇
三
八
三
一
〇
〇
。

（
１５
）
『
東
京
市
公
文
自
明
治
四
十
四
年
至
大
正
七
年
鐡
道
軌
道
冊

ノ
一
九
』、
東
京
府
文
書
。

戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

五
五
（
二
七
九
）



（
１６
）
同
右
。

（
１７
）
「
工
事
方
法
概
略
書
」、『
東
京
市
公
文
自
明
治
四
十
四
年
至
大

正
七
年
鐡
道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、
東
京
府
文
書
。

（
１８
）
「
動
力
変
更
ニ
付
稟
申
」、『
東
京
市
公
文
自
明
治
四
十
四
年
至

大
正
七
年
鐡
道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、
東
京
府
文
書
。

（
１９
）
「
照
會
」、『
東
京
市
公
文
自
明
治
四
十
四
年
至
大
正
七
年
鐡

道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、
東
京
府
文
書
。

（
２０
）
『
東
京
市
公
文
自
明
治
四
十
四
年
至
大
正
七
年
鐡
道
軌
道
冊

ノ
一
九
』、
東
京
府
文
書
。

（
２１
）
「
照
會
」、『
東
京
市
公
文
自
明
治
四
十
四
年
至
大
正
七
年
鐡

道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、
東
京
府
文
書
。

（
２２
）
逓
信
省
電
気
局
編
纂
『
第
八
回
電
氣
事
業
要
覧
』、
逓
信
協
会
、

一
九
一
五
年
、
一
八
―
一
九
頁
。

（
２３
）
「
契
約
證
書
（
謄
本
）」、『
東
京
市
公
文
自
明
治
四
十
四
年
至

大
正
七
年
鐡
道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、
東
京
府
文
書
。

（
２４
）
「
原
動
力
變
更
認
可
申
請
追
願
」、『
東
京
市
公
文
自
明
治
四
十

四
年
至
大
正
七
年
鐡
道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、
東
京
府
文
書
。

（
２５
）
『
東
京
市
公
文
自
明
治
四
十
四
年
至
大
正
七
年
鐡
道
軌
道
冊

ノ
一
九
』、
東
京
府
文
書
。

（
２６
）
同
右
。

（
２７
）
「
監
第
二
四
九
三
號
電
力
需
給
ノ
件
許
可
」、『
東
京
市
公
文

自
明
治
四
十
四
年
至
大
正
七
年
鐡
道
軌
道
冊
ノ
一
九
』、
東
京
府

文
書
。

（
２８
）
「
城
東
電
鐡
會
社
の
創
立
會
」、『
東
京
経
済
雑
誌
』
第
一
七
一

二
号
、
一
九
一
三
年
八
月
二
三
日
、
三
四
頁
。

（
２９
）
「
軌
条
代
用
並
敷
石
敷
設
猶
豫
願
副
本
」、『
自
明
治
四
四
年
至

大
正
七
年
文
書
類
纂
土
木
鐡
道
軌
道
冊
ノ
二
〇
』、
東
京
府
文

書
、
三
二
七
―
Ｄ
四
―
一
〇
。

（
３０
）
「
電
氣
軌
道
特
許
線
一
部
運
轉
開
始
許
可
申
請
書
」、『
鉄
道
省

文
書
第
一
門
監
督
軌
道
特
許
東
京
地
下
鐡
道
（
元
城
東
電
気

軌
道
）
自
大
正
五
年
至
大
正
七
年
巻
二
』、
鉄
道
省
文
書
、
本
館

―
三
Ｂ
―
〇
一
三
―
〇
〇
・
平
一
二
運
輸
〇
〇
三
八
四
一
〇
〇
。

（
３１
）
「
城
東
電
氣
軌
道
株
式
會
社
電
車
開
通
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』、

一
九
一
七
年
一
二
月
三
〇
日
。

（
３２
）
城
東
電
気
軌
道
第
一
二
期
「
營
業
及
決
算
報
告
書
」、
一
九
一

九
年
下
半
期
。

（
３３
）
同
第
二
二
期
「
營
業
及
決
算
報
告
書
」、
一
九
二
四
年
下
半
期
。

（
３４
）
同
第
二
四
期
「
營
業
及
決
算
報
告
書
」、
一
九
二
五
年
下
半
期
。

（
３５
）
「
城
東
電
氣
整
理
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
一
六
年
四
月
二

九
日
。

（
３６
）
尾
高
豊
作
編
集
兼
発
行
『
刀
江
遺
稿
坤
』、
一
九
二
一
年
、
三

六
五
―
三
六
八
頁
。

（
３７
）
竹
越
與
三
郎
編
輯
『
大
川
平
三
郎
君
傳
』、
大
川
平
三
郎
君
傳

記
編
纂
會
、
一
九
三
六
年
。

（
３８
）
「
大
川
平
三
郎
宛
高
津
峰
三
郎
書
簡
」、
一
九
一
六
年
四
月
一
一

日
付
、
大
川
平
三
郎
文
書
、
坂
戸
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
、
二
〇

七
―
五
。

（
３９
）
小
川
功
「�
虚
業
家
�
高
柳
淳
之
助
に
よ
る
似
非
・
企
業
再
生

フ
ァ
ン
ド
の
挫
折
―
ハ
イ
・
リ
ス
ク
の
池
上
電
気
鉄
道
へ
の
大
衆

資
金
誘
導
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
―
」、『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
研
究

年
報
』
第
一
一
巻
、
二
〇
〇
五
年
一
月
号
、
五
五
―
七
八
頁
、
註

四
七
。

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

五
六
（
二
八
〇
）



（
４０
）
高
柳
淳
之
助
『
事
業
を
生
か
す
頭
』、
東
京
ラ
イ
フ
社
、
一
九

五
八
年
、
一
九
―
二
二
頁
。
但
し
、
同
書
中
の
記
載
に
は
多
く
の

虚
偽
が
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
高
柳
淳
之
助
自
身
は
城
東
電

気
軌
道
の
取
締
役
に
就
任
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、「
營
業
及
決
算

報
告
書
」
で
確
認
で
き
る
か
ぎ
り
、
彼
は
監
査
役
に
す
ぎ
ず
、
そ

の
就
任
時
期
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

（
４１
）
遠
間
平
一
郎
『
事
業
及
人
物
』、
中
央
評
論
社
、
一
九
一
五
年
、

二
一
三
―
二
一
五
頁
。

（
４２
）
三
木
田
十
五
『
財
界
學
閥
展
望
』、
不
動
書
房
、
一
九
三
三
年
、

一
〇
〇
頁
。

（
４３
）
「
城
東
電
氣
軌
道
東
京
乗
合
自
動
車
會
社
合
併
ノ
件
」、『
鉄

道
省
文
書
第
一
門
監
督
五
軌
道
イ
特
許
東
京
地
下
鐡
道
（
元

城
東
電
気
）
自
昭
和
十
年
至
昭
和
十
四
年
巻
八
』、
鉄
道
省
文
書
、

本
館
―
三
Ｂ
―
〇
一
三
―
〇
〇
・
平
一
二
運
輸
〇
〇
三
九
〇
一
〇

〇
。

（
４４
）
「
城
東
電
氣
軌
道
株
式
會
社
臨
時
株
主
総
會
決
議
録
」、『
鉄
道

省
文
書
第
一
門
監
督
五
軌
道
イ
特
許
東
京
地
下
鐡
道
（
元
城

東
電
気
）
自
昭
和
十
年
至
昭
和
十
四
年
巻
八
』、
鉄
道
省
文
書
。

（
４５
）
『
大
正
五
年
土
木
鉄
道
軌
道
冊
ノ
九
』、
東
京
府
文
書
、
東

京
都
公
文
書
館
所
蔵
、
三
〇
二
―
Ｅ
一
―
〇
九
。
な
お
、
一
九
〇

七
年
五
月
二
七
日
の
特
許
交
付
時
に
、「
王
子
電
氣
鐡
道
」
か
ら

「
王
子
電
氣
軌
道
」
へ
と
名
称
を
変
更
し
て
い
る
。

（
４６
）
「
工
事
方
法
概
畧
書
」、『
大
正
五
年
土
木
鉄
道
軌
道
冊
ノ

九
』、
東
京
府
文
書
。

（
４７
）
『
大
正
五
年
土
木
鉄
道
軌
道
冊
ノ
九
』、
東
京
府
文
書
。

（
４８
）
同
右
。

（
４９
）
同
右
。

（
５０
）
『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監
督
四
軌
道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌

道
自
明
治
四
十
二
年
至
明
治
四
四
年
一
巻
』、
鉄
道
省
文
書
、
国

立
公
文
書
館
所
蔵
、
本
館
―
三
Ｂ
―
〇
一
三
―
〇
〇
・
平
一
二
運

輸
〇
〇
七
三
七
一
〇
〇
。

（
５１
）
同
右
。

（
５２
）
吉
田
正
樹
「
電
燈
産
業
発
展
に
お
け
る
中
間
商
人
の
役
割
―
才

賀
電
機
紹
介
及
び
川
北
電
気
企
業
社
に
よ
る
電
燈
企
業
経
営
、
一

九
〇
〇
〜
一
九
三
〇
―
」、『
三
田
商
学
研
究
』
第
二
五
巻
第
五
号
、

一
九
八
二
年
、
二
二
四
―
二
四
六
頁
�
三
木
理
史
「
明
治
末
期
に

お
け
る
地
方
公
益
事
業
の
地
域
的
展
開
―
才
賀
電
機
商
会
を
事
例

と
し
て
―
」、『
人
文
地
理
』
第
四
三
号
第
四
号
、
一
九
九
一
年
、

二
四
―
四
三
頁
）�
同
「
局
地
鉄
道
の
普
及
と
『
指
導
者
集
団
』

―
才
賀
電
機
商
会
の
事
業
展
開
か
ら
の
考
察
―
」、『
近
代
日
本
の

地
域
交
通
体
系
』、
大
明
堂
、
一
九
九
九
年
、
二
五
六
―
三
一
七
頁
。

（
５３
）
竹
谷
為
次
郎
編
集
兼
発
行
『
王
子
電
氣
軌
道
株
式
會
社
二
十
五

年
史
』、
一
三
頁
。

（
５４
）
「
委
任
状
」、『
大
正
五
年
土
木
鉄
道
軌
道
冊
ノ
九
』、
東
京

府
文
書
。

（
５５
）
「
亥
土
甲
第
二
三
八
四
號
」、『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監
督
四

軌
道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌
道
自
明
治
四
十
二
年
至
明
治
四
四
年

一
巻
』、
鉄
道
省
文
書
。

（
５６
）
「
開
業
届
」、『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監
督
四
軌
道
イ
特
許

王
子
電
氣
軌
道
自
明
治
四
十
二
年
至
明
治
四
四
年
一
巻
』、
鉄
道

省
文
書
。

（
５７
）
東
京
都
荒
川
区
編
集
兼
発
行
『
荒
川
区
史
上
巻
』、
一
九
八
九

戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

五
七
（
二
八
一
）



年
、
一
二
六
一
―
一
二
六
二
頁
。

（
マ
マ
）

（
５８
）
「
創
立
満
十
週
年
史
」、
同
第
二
一
期
「
営
業
報
告
書
」（
一
九

二
〇
年
上
半
期
）
付
属
。

（
５９
）
王
子
電
気
軌
道
第
三
〇
回
「
報
告
書
」、
一
九
二
四
年
下
半
期
。

（
６０
）
同
第
四
〇
回
「
報
告
書
」、
一
九
二
九
年
下
半
期
。

（
６１
）
同
第
五
七
回
「
報
告
書
」、
一
九
三
八
年
上
半
期
。

（
６２
）
同
第
五
八
回
「
報
告
書
」、
一
九
三
八
年
下
半
期
。

（
６３
）
同
第
二
二
回
「
報
告
書
」、
一
九
二
〇
年
下
半
期
。

（
６４
）
同
第
二
五
回
「
報
告
書
」、
一
九
二
二
年
上
半
期
。

（
６５
）
『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監
督
四
軌
道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌

道
自
明
治
四
十
五
年
至
大
正
四
年
二
巻
』（
鉄
道
省
文
書
）。

（
６６
）
「
戌
土
甲
第
八
〇
四
號
」、『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監
督
四
軌

道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌
道
自
明
治
四
十
五
年
至
大
正
四
年
二

巻
』、
鉄
道
省
文
書
。

（
６７
）
「
陸
軍
省
送
達
陸
軍
普
第
一
〇
八
號
第
大
久
保
射
撃
場
用
地
内

軌
道
敷
設
ノ
件
回
答
」、『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監
督
四
軌
道
イ

特
許
王
子
電
氣
軌
道
自
明
治
四
十
五
年
至
大
正
四
年
二
巻
』、

鉄
道
省
文
書
。

（
６８
）
『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監
督
四
軌
道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌

道
自
大
正
五
年
至
同
七
年
三
巻
』、
鉄
道
省
文
書
、
本
館
―
三
Ｂ

―
〇
一
三
―
〇
〇
・
平
一
二
運
輸
〇
〇
七
三
一
一
〇
〇
。

（
６９
）
「
王
子
電
氣
軌
道
工
事
竣
功
期
限
延
期
許
可
及
特
許
一
部
解
除

ノ
件
」、『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監
督
四
軌
道
イ
特
許
王
子
電

氣
軌
道
自
大
正
五
年
至
同
七
年
三
巻
』、
鉄
道
省
文
書
。

（
７０
）
「
軌
道
敷
設
工
事
竣
工
期
限
延
期
願
」『
鉄
道
省
文
書
第
一
門

監
督
四
軌
道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌
道
自
大
正
七
年
至
同
十
一

年
四
巻
』、
鉄
道
省
文
書
、
本
館
―
三
Ｂ
―
〇
一
三
―
〇
〇
・
平

一
二
運
輸
〇
〇
七
三
三
一
〇
〇
。

（
７１
）
「
特
許
線
路
竣
工
期
間
延
期
願
」、『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監
督

四
軌
道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌
道
自
大
正
七
年
至
同
十
一
年
四

巻
』、
鉄
道
省
文
書
。

（
７２
）
「
特
許
線
路
竣
工
期
限
延
長
願
」、『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監
督

四
軌
道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌
道
自
大
正
十
三
年
至
同
十
五
年
五

巻
』、
鉄
道
省
文
書
、
本
館
―
三
Ｂ
―
〇
一
三
―
〇
〇
・
平
一
二
運

輸
〇
〇
七
三
〇
一
〇
〇
。

（
７３
）
『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監
督
四
軌
道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌

道
自
大
正
十
三
年
至
同
十
五
年
五
巻
』、
鉄
道
省
文
書
。

（
７４
）
「
特
許
線
路
竣
功
延
期
ニ
付
追
申
書
」、『
鉄
道
省
文
書
第
一
門

監
督
四
軌
道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌
道
自
大
正
十
三
年
至
同
十

五
年
五
巻
』、
鉄
道
省
文
書
。

（
７５
）
「
王
子
電
氣
軌
道
新
宿
延
長
線
工
事
竣
功
延
期
ニ
関
ス
ル
件
」、

『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監
督
四
軌
道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌
道

自
大
正
十
三
年
至
同
十
五
年
五
巻
』、
鉄
道
省
文
書
。

（
７６
）
『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監
督
四
軌
道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌

道
自
大
正
十
三
年
至
同
十
五
年
五
巻
』、
鉄
道
省
文
書
。

（
７７
）
王
子
電
気
軌
道
第
二
九
回
「
報
告
書
」、
一
九
二
四
年
上
半

期
�
京
王
電
気
鉄
道
第
二
八
回
「
報
告
書
」、
一
九
二
四
年
上
半
期
。

（
７８
）
「
王
子
電
気
軌
道
巣
鴨
町
高
田
町
間
工
事
竣
功
期
限
延
期
許
可

及
高
田
町
新
宿
町
間
特
許
取
消
ノ
件
」、『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監

督
四
軌
道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌
道
自
大
正
十
三
年
至
同
十
五

年
五
巻
』、
鉄
道
省
文
書
。

（
７９
）
『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監
督
四
軌
道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

五
八
（
二
八
二
）



道
自
大
正
十
三
年
至
同
十
五
年
五
巻
』、
鉄
道
省
文
書
。

（
８０
）
「
王
子
電
氣
軌
道
敷
設
特
許
ノ
件
」、『
鉄
道
省
文
書
第
一
門
監

督
四
軌
道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌
道

自
大
正
十
三
年
至
同
十
五

年
五
巻
』、
鉄
道
省
文
書
。

（
８１
）
「
王
子
電
氣
軌
道
野
方
町
下
高
井
戸
間
軌
道
敷
設
願
却
下
ノ
件
」、

『
鐡
道
省
文
書
第
一
門
監
督
四
軌
道
イ
特
許
王
子
電
氣
軌
道

自
昭
和
三
年
至
昭
和
十
年
巻
七
』、
鉄
道
省
文
書
。

（
８２
）
王
子
電
気
軌
道
第
一
三
回
「
營
業
報
告
書
」、
一
九
一
六
年
上

半
期
。

（
８３
）
同
第
一
四
回
「
報
告
書
」、
一
九
一
六
年
下
半
期
。

（
８４
）
同
第
一
五
回
「
報
告
書
」、
一
九
一
七
年
上
半
期
。

（
８５
）
三
木
田
十
五
『
財
界
學
閥
展
望
』、
不
動
書
房
、
一
九
三
三
年
、

五
八
頁
。

（
８６
）
『
東
邦
経
済
』
第
一
〇
巻
第
二
号
、
東
邦
経
済
社
、
一
九
四
〇

年
、
五
二
頁
。

（
８７
）
「
創
立
満
二
十
周
年
史
」、
王
子
電
気
軌
道
第
四
一
回
「
報
告

書
」（
一
九
三
〇
年
上
半
期
）
付
属
。

（
８８
）
東
邦
電
力
史
編
纂
委
員
会
『
東
邦
電
力
史
』、
東
邦
電
力
史
刊

行
会
、
一
九
六
二
年
、
一
八
七
頁
。

（
８９
）
東
京
電
力
株
式
会
社
編
集
兼
発
行
『
関
東
の
電
気
事
業
と
東
京

電
力
―
電
気
事
業
の
創
始
か
ら
東
京
電
力
五
〇
年
へ
の
軌
跡
―
』、

二
〇
〇
二
年
、
三
九
六
―
三
九
九
頁
。

（
９０
）
王
子
電
気
軌
道
第
四
一
回
「
報
告
書
」、
一
九
三
〇
年
上
半
期
。

（
９１
）
「
王
子
電
軌
を
中
心
に
東
電
東
邦
の
重
役
争
奪
―
立
役
者
松
永

安
左
衛
門
小
林
一
三
君
―
」、『
実
業
之
日
本
』
第
八
巻
一
号
、
実

業
之
日
本
社
、
一
九
二
九
年
、
九
一
―
九
五
頁
。

（
９２
）
東
京
電
力
株
式
会
社
編
纂
兼
発
行
『
関
東
の
電
気
事
業
と
東
京

電
力
―
電
気
事
業
の
創
始
か
ら
東
京
電
力
五
〇
年
へ
の
軌
跡
―
』、

四
八
八
―
四
九
〇
頁
。

戦
前
期
東
京
に
お
け
る
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

五
九
（
二
八
三
）


